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■江田駅周辺のラフスケッチ 

 ※上図はイメージを示したものであり、今後詳細な検討が必要
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■江田駅周辺段階整備構想イメージ図（STEP1） 

 「議論のたたき台」として作成したものであり、実現可能性も含めて、今後の検討・詳細な設計に

より変更となる可能性がある。 

 東名高速の敷地境界は、高架橋部は構造端部、土工部は法肩・法尻と仮定 

 用地買収の判断は、1/2500 図上での評価 

 

至 

東
名
川
崎
Ｉ
Ｃ

至 

市
が
尾
駅 

至 

静
岡 

至 

東
京 

至 あざみ野駅

至 横浜青葉ＩＣ 
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■江田駅周辺段階整備構想イメージ図（STEP2） 

 「議論のたたき台」として作成したものであり、実現可能性も含めて、今後の検討・詳細な設計に

より変更となる可能性がある。 

 東名高速の敷地境界は、高架橋部は構造端部、土工部は法肩・法尻と仮定 

 用地買収の判断は、1/2500 図上での評価 

 

至 

市
が
尾
駅 

至 

静
岡 

至 

東
京 

至 あざみ野駅

至 横浜青葉ＩＣ 

至 

東
名
川
崎
Ｉ
Ｃ
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■江田駅周辺施設 平面図 
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■江田駅周辺施設 断面図 

 
※機能図のため、縦横比・寸法等はデフォルメしている。 
※上図はイメージを示したものであり、今後詳細な検討が必要 
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第6章 実現化に向けた今後の課題の抽出・整理 

第５章までの検討結果等を踏まえ、実現化にあたっての課題および法的制約・制度面での課題

を抽出・整理した。 

具体的には、モーダルミックス拠点整備の実現化に向け、官民連携にて事業を推進していく上

での役割分担や整備にあたっての空間制約・用地制約、および関連法規や事業手法・事業制度の

改定等の課題を抽出・整理した。 

 

 

6.1  施設整備にあたっての課題の抽出・整理 

 これまでの検討結果を基に、江田駅周辺でのモーダルミックス拠点の施設整備を行う上での

課題を抽出・整理した。 

①施設計画の深度化・設計 

・本検討での施設計画は、主に、1/2500 上での概略検討レベルである。同時に、概算事

業費に関しても、概略検討結果を基に算定した超概算である。 

・今後、関係機関との調整の上、施設計画の検討・合意形成を図りながら、計画の深度化・

設計を行い、概算事業費の算定精度を高めていく必要がある。 

・中でも特に、東名高速道路の橋脚位置や地上部の駅前広場レイアウトへの影響等を考慮

し、実現性の高い計画策定が必要である。 

 

②交通連携施設の運用・管理方法の検討 

  ・第３章に示したとおり、官民連携によるモーダルミックス拠点整備を進めていく上では、

東名高速道路上でのバス専用Ｕターン路や、高速パーク＆レールライドと附置義務駐車

場との境界における駐車時間管理（ＥＴＣ等）が重要となる。 

・近年の IT 技術の開発動向等を踏まえ、具体の運用・管理方法の検討が必要である。 

 

③江田駅周辺での具体的な容積緩和等、環境づくりの検討 

  ・開発ビルのディベロッパーの立場から、収益性の確保に必要な開発ビルの計画検討の深

度化が必要である。 

・上記を踏まえ、公共貢献の視点から民間開発ビルに対する容積緩和等の必要な支援メニ

ューを検討する必要がある（6.2 にも関連）。 
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6.2  法的制約・制度面での課題の抽出・整理 

 これまでの検討結果を基に、交通インフラ施設と民間開発を一体的に行う上での法的制約・

制度面での課題を抽出・整理した。 

(1) 制度面・予算面での課題 

①「官民連携による交通結節機能の強化」の促進（制度設計・仕組みの検討） 

   ・江田駅周辺のような高速道路と鉄道が近接した地域においては、双方の事業者が連携し、

インフラを整備する方が、より付加価値の高いサービスを提供することが可能となる

（例：高速道路と鉄道の乗り換え利便 等）。 

・更には、首都直下型地震をはじめとする首都圏での震災確度が高まる中、これら交通モ

ードの連携は、災害応急・復旧活動を行う上でも極めて重要である。 

・「社会資本整備審議会 道路分科会建議 中間とりまとめ」においても、「総合的な交通

体系の中での道路交通システムの最適化（道路、鉄道、海上、航空の各交通機関がそれ

ぞれの特性に応じて適切に役割分担し、有機的かつ効率的な交通網を形成）」「交通結節

機能の充実・高度化」が謳われている。 

   ・上記から、「官民連携による交通結節機能の強化」を促進する制度設計・仕組みの検討

が必要であると考える。 

 

②官民連携施設に対する既存制度の要件等の緩和（｢道の駅｣を例として） 

   ・現行の｢道の駅｣設置基準では、当該｢道の駅｣の前面道路の交通量等を基に、駐車場の所

要規模が算定される。これによって、自動車の駐車スペースの占める割合が過大となり、

更には、「無料駐車場の長時間利用」「市街地部への大型車進入の助長」等、都市部特有

の問題発生が想定される。 

   ・自動車運転手の休憩施設等として制度設計された｢道の駅｣であるが、上記のとおり、首

都圏のような都市部での整備を前提としていない。また、近年の｢道の駅｣に対するニー

ズは多様化しており、これら取り巻く環境に併せた制度設計の見直しが必要であると考

える。 

 

(2) 体制面での課題 

①上位計画の整合 

・現在、横浜市青葉区では、都市計画マスタープランの改定作業を進めている。 

・本検討でのまちづくりの方向性、および官民連携によるモーダルミックス拠点整備の方

針等と齟齬のないよう、調整することが必要である。 

 

②検討体制の拡充 

  ・計画熟度を高め、具現化を図るため、必要に応じ、バス事業者や首都高速株式会社およ

び住宅部局等を含めた検討体制の拡充が必要である。 
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江田駅周辺モーダルミックス官民連携事業検討会 

― 平成 26年度 第１回検討会・ＷＧ合同会議 ― 

 

 

■ 日 時  ： 2014 年 11 月 12 日（水） 15 時 30 分～17 時 

■ 場 所  ：  コンベンションルームＡＰ渋谷（渋谷東急プラザ８階） Ｂルーム 

■ 参加者 ： 国土交通省 関東地方整備局 道路部 

      建政部 

      横浜国道事務所 

  横浜市   財政局 

    建築局 

    都市整備局 

    道路局 

  中日本高速道路  企画本部 

    東京支社 

  東急電鉄 都市開発事業本部 

    鉄道事業本部 

 

 

■ 次  第 ： １．開会 

  ２．検討会設立の趣旨と規約(案)の説明 

  ３．座長の選任 

  ４．座長あいさつ 

  ５．議事 

    (1) 本検討会・WGの進め方について 

    (2) 江田駅周辺のまちづくり方針について 

  ６．閉会 

 

 

 

■ 添付資料 ： 資料１・・・会議次第 

  資料２・・・座席表 

  資料３・・・規約(案) 

  資料４・・・第 1 回検討会・WG 合同会議資料 
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以
降
、
基
礎
調
査
、
プ
ラ
ン
検
討

（
自
治
会
と
の
意
見
交
換
や
関
係
部
署
へ
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
等
を
含
む
）
を
経
て
、
平

成
2
2
年
３
月

、
「
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
(案

)」
を
作
成

・
H
2
2
.9
～
1
1
の
意
見
募
集
及
び
説
明
会
等

を
通

じ
て
、
平
成
2
3
年
３
月
、
「
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
」
を

策
定
・
公
表

資
料

：
田

園
都

市
線

駅
周

辺
の

ま
ち

づ
く
り

プ
ラ

ン
（
H

2
3.

3
横

浜
市

）

②
策
定
の
経
緯
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（1
）田

園
都
市
線
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
【江

田
駅
】（
H
2
3
.3

横
浜
市
）

7

歴
史

 
活

 
  

 緑
豊

 
 

⽣
活

（
  

 ）
提

案
型

 
住

宅
地

 
産

・学
が

連
携

し、
互

い
に

共
存

す
る

ま
ち

づ
くり

▼
ま

ち
づ

くり
の

テ
ー

マ

▼
ま

ち
づ

くり
の

視
点

●
駅

前
広

場
等

の
交

通
機

能
の

再
編

と空
間

形
成

●
駅

周
辺

の
に

ぎ
わ

い
空

間
の

充
実

●
荏

⽥
の

歴
史

と資
源

を
⽣

か
した

回
遊

性
の

あ
る

ま
ち

づ
くり

資
料

：
田

園
都

市
線

駅
周

辺
の

ま
ち

づ
く
り

プ
ラ

ン
（
H

2
3.

3
横

浜
市

）

▼
 

 
 

  
 

 
 

 
 

視
点

 
踏

 
 

 
⽅

向
例

③
プ
ラ
ン
の
概
要
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（1
）田

園
都
市
線
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
【江

田
駅
】（
H
2
3
.3

横
浜
市
）

8

1-
1

交
通

の
要

衝
地

に
ふ

さ
わ

し
い

使
い

や
す

く
安

全
な

駅
前

広
場

機
能

の
向

上

▼
基

本
⽅

針
１

：
江

⽥
駅

の
拠

点
づ

くり

1-
2

⼼
暖

か
く映

る
駅

前
空

間
づ

くり

交
通

機
能

の
再

配
置

の
検

討
駅

前
の

機
能

更
新

 併
せ

た
将

来
像

の
検

討
（

駅
前

再
開

発
等

）

駅
と街

との
つ

な
が

りを
強

化
す

る

西
口

東
口

短
期

的
 

歩
⾏

者
 

安
全

性
 

考
慮

  
駅

前
空

間
の

整
備

が
考

え
られ

る
エ

リア
⻑

期
的

 
交

通
混

雑
 

緩
和

 駅
前

空
間

の
整

備
が

考
え

られ
る

エ
リア

駅
前

空
間

とま
ち

を
つ

な
ぐ

図
江

田
駅

前
空

間
の

機
能

更
新

の
方

針 資
料

：
田

園
都

市
線

駅
周

辺
の

ま
ち

づ
く
り

プ
ラ

ン
（
H

2
3.

3
横

浜
市

）
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（1
）田

園
都
市
線
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
【江

田
駅
】（
H
2
3
.3

横
浜
市
）

9

2-
1

地
域

の
メ

イ
ン

ス
ト

リー
ト

とな
る

に
ぎ

わ
い

の
道

づ
くり

▼
基

本
⽅

針
２

：
ま

ち
の

シ
ンボ

ル
づ

くり

2-
2

地
域

の
資

源
を

活
⽤

した
ま

ち
づ

くり

快
適

 
安

⼼
  

歩
 

 
歩

⾏
者

空
間

 
充

実
緑

豊
 

 
歩

⾏
空

間
 

形
成

楽
しく

散
歩

が
で

き
る

空
間

づ
くり

図
快

適
で

安
心

し
て

歩
け

る
メ

イ
ン

ス
ト

リ
ー

ト
の

空
間
構

成

道
路

境
界

線
道

路
境

界
線

段
差

が
あ

る
部

分
は

開
放

的
に

演
出

す
る

等
、店

先
の

演
出

店
先

空
間

は
歩

道
空

間
と⼀

体
的

に
セ

ット
バ

ック
し、

店
先

を
み

どり
豊

か
に

演
出

す
る

等

資
料

：
田

園
都

市
線

駅
周

辺
の

ま
ち

づ
く
り

プ
ラ

ン
（
H

2
3.

3
横

浜
市

）
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（1
）田

園
都
市
線
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
【江

田
駅
】（
H
2
3
.3

横
浜
市
）

1
0

3-
1

個
性

的
 

住
 

 
 

⽴
地

 
 

、魅
⼒

的
な

街
並

み
づ

くり

資
料

：
田

園
都

市
線

駅
周

辺
の

ま
ち

づ
く
り

プ
ラ

ン
（
H

2
3.

3
横

浜
市

）

▼
基

本
⽅

針
３

：
安

全
で

快
適

な
環

境
づ

くり

3-
2

住
宅

地
 

 
  

 
 

商
業

・研
究

開
発

業
務

等
とも

調
和

した
ま

ち
づ

くり
落

 
着

 
の

あ
る

住
環

境
の

形
成

荏
⽥

 
街

並
 

 
 

  
魅

⼒
的

 
街

並
 

の
形

成
住

宅
だ

け
で

は
な

い
街

とし
て

の
位

置
づ

け
明

確
化

学
校

 
⽴

地
 

⽣
 

  
 

 
 

  
 

展
開
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（2
）地

域
の
ニ
ー
ズ

1
1

資
料

：
田

園
都

市
線

駅
周

辺
の

ま
ち

づ
く
り

プ
ラ

ン
（
H

2
3.

3
横

浜
市

）
※

Ｐ
6
で

前
述

の
通

り
、

平
成

2
2
年

3
月

に
公

表
さ

れ
た

「
ま

ち
づ

く
り

プ
ラ

ン
（
案

）
」
に

対
し

て
挙

げ
ら

れ
た

意
見

。
平

成
2
3
年

3
月

に
策

定
さ

れ
た

「
ま

ち
づ

く
り

プ
ラ

ン
」
は

、
こ

れ
を

踏
ま

え
た

も
の

で
あ

る
。

▼
駅

周
辺

の
ま

ち
づ

くり
の

視
点

▼
江

⽥
駅

周
辺

の
ま

ち
づ

くり
プ

ラン
・
青

葉
区

の
そ
れ
ぞ
れ

の
駅

前
は
街

の
サ
イ
ズ
が
ち
ょ
う
ど
良

い
。

・
「
青

葉
区

の
玄

関
」
と
し
て
、
駅

を
降

り
立

っ
た
と
き
に
青
葉
区
の
魅

力
が
浮

か
び
上

が
る
よ
う
な
地

区
の
形

成
を
目

指
し
た
い
。

・
開

発
を
進

め
る
の
で
は
な
く
、
駅

周
辺

の
緑

地
や
自

然
を
保

護
す
る
こ

と
を
第

一
に
考

え
る
べ
き
で
あ
る
。

・
全

て
の
駅

に
噴

水
、
ベ
ン
チ
を
設

置
し
、
区

民
に
と
っ
て
の
憩

い
の
場

を
作

っ
て
ほ
し
い
。
駅

に
交

流
が
で
き
る
場

所
（
カ
フ
ェ
や
イ
ベ
ン
ト
が

で
き
る
場

所
）を

作
っ
て
ほ
し
い
。

・駅
周

辺
を
高

層
化

し
、
人

・
店

を
集

中
さ
せ
て
賑

や
か

に
し
て
は
ど
う

か
。
土

地
区

画
整

理
事

業
で
小

規
模

な
公

園
が
整

備
さ
れ
て
い
る
。

建
物

を
高

層
化

し
、
公

園
な
ど
を
集

約
し
、
大

規
模

な
オ
ー
プ
ン

ス
ペ
ー
ス
を
つ
く
っ
て
は
ど
う
か
。

・高
齢

者
も
安

心
し
て
住

め
る
環

境
づ
く
り
が
必

要
で
は
な
い
か
。
青

葉
区

は
若

年
層

が
他

の
地

区
に
比

べ
多

い
が
、
い
ず
れ
高

齢
層

が
多

く
な

る
だ
ろ
う
。
若
い
人

が
入

っ
て
く
る
こ
と
を
望

む
。

・
最

近
の
大

学
の
学

祭
で
は
、
テ
ー
マ
の
ひ
と
つ
に
ま
ち
づ
く
り
も
あ
げ
ら
れ

て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
ま
ち
づ
く
り
に
学

生
も
活

用
し
て
は
ど
う
か
。

▼
⼟

地
利

⽤

・
江

田
駅

南
口

は
、
国

道
2
4
6
号

が
ま
ち
を
分

断
し
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
が

強
い
。

・
駅

前
か
ら
タ
ウ
ン
ニ
ュ
ー
ス
へ
向

か
う
横

断
歩

道
を
陸

橋
に
し
て
ほ
し

い
。
信
号

が
減

り
、
国
道

2
4
6
号

の
交

通
も
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
と
思

う
。

・
年

を
と
る
と
駅

か
ら
家

ま
で
の
急

斜
面

が
辛

い
た
め
、
国

道
2
4
6
号

側
の
歩

道
を
広

く
し
て
ほ
し
い
（
江

田
駅

か
ら
荏

田
団

地
（
旧

東
急

分
譲

地
）、

真
福

寺
近

く
の
高

台
）

・
駅

周
辺

が
に
ぎ
わ
い
に
欠

け
る
。

・
江

田
駅

又
は
あ
ざ
み
野

駅
に
つ
い
て
、
駅

と
東

名
江

田
バ
ス
停

と
の

関
連

に
つ
い
て
記

述
が
な
い
。
東

名
の
上

り
線

が
渋

滞
し
て
い
る
場

合
、

バ
ス
の
車

内
ア
ナ
ウ
ン
ス
に
て
、
当

停
留

所
で
下

車
し
、
あ
ざ
み
野

駅
を

使
う
こ
と
で
回

避
す
る
手

法
が
あ
る
と
推

奨
し
て
い
る
。
江

田
駅

は
、
交

通
要

衝
な
の
で
、
積
極

的
に
利
用
・活

用
し
て
ほ
し
い
。

・
あ
ざ
み
野

か
ら
江

田
に
向

か
う
線

路
東

の
文

化
の
香

る
施

設
を
、
一

層
文

化
の
薫

る
街

に
す
る
た
め
に
は
散

策
す
る
雰

囲
気

が
必

要
。
（
例

：
北

の
丸

公
園

、
都

立
図

書
館

）

・
産

・
学

の
誘

致
。
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
か
ら
田

奈
の
間

は
住

む
に
は
絶

好
な

場
所

だ
が
、
商

業
施

設
以

外
の
働

く
場

所
が
極

め
て
少

な
い
。
江

田
の

ま
ち
づ
く
り
テ
ー
マ
に
産

・
学

と
あ
る
が
、
こ
の
地

区
の
住

人
は
知

的
レ
ベ

ル
が
高

い
と
予

想
さ
れ
る
た
め
、
環

境
負

担
が
少

な
い
IT
産

業
や
、

生
化

学
産

業
を
積

極
的

に
誘

致
す
れ

ば
、
通

勤
混

雑
の
抑

制
に
も

な
り
、
町

の
イ
メ
ー
ジ
も
国

際
的

に
な
る
。

参考-20



（3
）既

往
の
上
位
計
画
の
キ
ー
ワ
ー
ド
整
理

1
2

《交
通

結
節

に
関

す
る

事
項

》
・交

通
の

要
衝

地
・交

通
機

能
の

再
編

・駅
と⾼

速
バ

ス
停

との
連

携
《駅

前
の

に
ぎ

わ
い

に
関

す
る

事
項

》
・駅

周
辺

の
⾼

層
化

・駅
前

広
場

機
能

の
向

上
・地

域
の

メイ
ンス

トリ
ー

ト
・⻘

葉
区

 
⽞

関
⼝

・駅
と町

や
街

の
つ

な
が

り
・に

ぎ
わ

い
空

間
の

形
成

・に
ぎ

わ
い

に
⽋

け
る

《歩
⾏

空
間

 
関

 
 

事
項

》
・歩

道
を

広
く

・楽
しく

散
歩

・回
遊

性
・緑

豊
 

 
歩

⾏
空

間
《住

環
境

・街
並

み
に

関
す

る
事

項
》

 区
⺠

 
憩

 
 

場
・カ

フェ
や

イベ
ント

・オ
ー

プ
ンス

ペ
ー

ス
・落

 
着

 
 

 
 

住
環

境
・魅

⼒
的

 
街

並
 

・街
の

サ
イズ

が
ち

ょう
どよ

い
・⾼

齢
者

の
安

⼼
・安

全

《地
域

・観
光

資
源

に
関

す
る

事
項

》
・国

際
的

・歴
史

資
源

・公
園

な
どの

集
約

・緑
地

や
⾃

然
を

保
護

《産
学

に
関

す
る

事
項

》
・ま

ち
づ

くり
に

学
⽣

を
活

⽤
・学

校
 

⽴
地

・⼀
層

⽂
化

の
薫

る
街

へ
・産

業
や

学
校

の
誘

致
・産

学
連

携
《国

道
24

6号
に

関
す

る
事

項
》

・ま
ち

の
分

断
解

消
 横

断
歩

道
 

陸
橋

化

※
分

類
に

つ
い

て
は

、
今

回
新

た
に

仮
で

設
定

し
た
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1
3

•
平
成
2
6
年
7
月
、
「
国
土
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
2
0
5
0
」
公
表

•
平
成
2
6
年
6
月
、
｢国

土
強
靱
化
基
本
計
画
｣が

閣
議
決
定

•
平
成
2
5
年
9
月
、
2
0
2
0
年
の
｢東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
」
が
決
定

•
平
成
2
4
年
6
月
、
｢社

会
資
本
整
備
審
議
会

道
路
分
科
会

建
議

中
間
と
り
ま
と
め
」
が
公
表

•
平
成
2
4
年
7
月
、
高
速
横
浜
環
状
北
西
線
が
新
規
事
業
化

平
成

2
6年

7月
、

｢国
土

の
グ

ラ
ン

ド
デ

ザ
イ

ン
20

50
｣が

公
表

平
成

2
6年

6月
、

｢国
土

強
靱

化
基

本
計

画
｣が

閣
議

決
定

【
基

本
的

考
え

方
】

（
１

）
コ

ン
パ

ク
ト

＋
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク

（２
）多

様
性

と
連

携
に

よ
る

国
土

・地
域

づ
く
り

（３
）人

と
国

土
の

新
た

な
か

か
わ

り

（４
）世

界
の

中
の

日
本

（５
）災

害
へ

の
粘

り
強

く
し

な
や

か
な

対
応

（
６

）
国

土
づ

く
り

の
理

念
（
ダ

イ
バ

ー
シ

テ
ィ

、
コ

ネ
ク

テ
ィ

ビ
テ

ィ
、

レ
ジ

リ
エ

ン
ス

）

【
基

本
的

な
考

え
方

】

①
人

命
の

保
護

②
国

家
・社

会
の

重
要

な
機

能
が

致
命

的
な

障
害

を
受

け
ず

維
持

さ
れ

る

③
国

民
の

財
産

及
び

公
共

施
設

に
係

る
被

害
の

最
小

化

④
迅

速
な

復
旧

復
興

平
成

2
4年

6月
、

｢道
路

分
科

会
建

議
中

間
と

り
ま

と
め

｣が
公

表

平
成

2
4年

7月
、

北
西

線
が

新
規

事
業

化

【
基

本
的

な
視

点
等

】

２
．

道
路

を
｢進

化
さ

せ
る

｣～
道

路
の

有
す

る
機

能
や

価
値

の
再

評
価

・醸
成

･創
出

(1
)道

路
空

間
の

オ
ー

プ
ン

化
・多

様
化

(3
)交

通
結

節
機

能
の

充
実

・高
度

化
、

公
共

交
通

利
用

の
促

進

５
．

強
く
し

な
や

か
な

国
土

の
形

成
に

向
け

、
｢道

路
の

役
割

を
再

認
識

す
る

｣

～
大

災
害

に
備

え
、

国
土

と
国

民
を

守
る

た
め

の
道

路
へ

～

(1
)大

規
模

広
域

地
震

へ
の

備
え

【
北

西
線

の
事

業
目

的
】

・横
浜

港
等

の
国

際
競

争
力

向
上

及
び

保
土

ヶ
谷

バ
イ

パ
ス

等
の

交
通

渋
滞

の
改

善
・道

路
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

信
頼

性
向

上
平

成
2
5年

9月
、

｢東
京

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

・パ
ラ

リ
ン

ピ
ッ

ク
開

催
」が

決
定

【
第

1
5
回

道
路

分
科

会
(2

0
1
4
年

7
月

2
日

)】

【資
料

４
】新

た
な

国
土

構
造

を
支

え
る

道
路

交
通

の
あ

り
方

に
つ

い
て

２
．

道
路

交
通

施
策

の
方

向
－

賢
く
使

う
コ

ン
セ

プ
ト

－

参考-22



①
｢国

土
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
2
0
5
0
｣

1
4

（
「基

本
戦

略
」か

らの
抜

粋
）

（
１

）
国

⼟
の

細
胞

とし
て

の
「⼩

さな
拠

点
」と

、⾼
次

地
⽅

都
市

連
合

等
の

構
築

（
２

）
攻

め
の

コン
パ

クト
・新

産
業

連
合

・価
値

創
造

の
場

づ
くり

（
５

）
国

 
光

 
観

 
 

観
光

⽴
国

 
実

現
（

７
）

⼦
供

か
ら⾼

齢
者

ま
で

⽣
き⽣

きと
暮

らせ
る

コミ
ュニ

テ
ィの

再
構

築
（

８
）

美
しく

、災
害

に
強

い
国

⼟
（

９
）

イン
フラ

を
賢

く使
う

（
10

）
⺠

間
活

⼒
 

技
術

⾰
新

 
取

 込
 

社
会

資
料

：
国

土
の

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

2
0
5
0

国
土

交
通

省

【⽬
指

す
べ

き
国

⼟
の

姿
】

｢対
流

促
進

型
国

⼟
｣の

形
成
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②
｢国

土
強
靱
化
基
本
計
画
｣

1
5

（
「基

本
⽅

針
」か

らの
抜

粋
）

1
⼈

命
の

保
護

が
最

⼤
限

図
られ

る
2

国
家

及
び

社
会

の
重

要
な

機
能

が
致

命
的

な
障

害
を受

け
ず

維
持

され
る

3
国

⺠
 

財
産

及
 

公
共

施
設

 
係

 
被

害
 最

⼩
化

 
 

4
迅

速
 

復
旧

復
興

 
可

能
  

 
5

ソ
フト

・ハ
ー

ド施
策

の
組

合
せ

に
よ

る
国

⼟
強

靱
化

推
進

の
た

め
の

体
制

を整
備

す
る

6
⾃

助
、共

助
、公

助
 

適
切

 
組

合
 

 
 

 
取

組
 

基
本

  
、特

に
重

⼤
性

・緊
急

性
が

⾼
い

場
合

は
国

が
中

核
的

な
役

割
を

果
た

す
7

実
施

され
る

施
策

は
、国

⺠
需

要
 

変
化

 
社

会
資

本
 

⽼
朽

化
等

 
踏

  
 

  
 

 
、重

点
化

を
図

る

【ア
ン

ブ
レ

ラ
計

画
の

イ
メ

ー
ジ

】
【国

⼟
強

靱
化

基
本

計
画

及
び

国
⼟

強
靱

化
地

域
計

画
の

関
係

】

資
料

：
「
国

土
強

靱
化

と
は

？
（
内

閣
官

房
国

土
強

靱
化

推
進

室
）
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
」
よ

り
抜

粋
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③
2
0
2
0
年
｢東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
」

1
6

•
2
0
2
0
年
（
平
成
3
2
年
）
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
が
決
定

3
2：

陸
上

自
衛

隊
朝

霞
訓

練
場

3
3：

霞
ヶ

関
関

ツ
リ

ー
倶

楽
部

2
9：

武
蔵

野
の

森
総

合
ス

ポ
ー

ツ
施

設
3
0：

東
京

ス
タ

ジ
ア

ム
3
1：

武
蔵

の
森

公
園

3
4：

札
幌

ド
ー

ム
3
5：

宮
城

ス
タ

ジ
ア

ム
3
6：

埼
玉

ス
タ

ジ
ア

ム
2
0
0
2

3
7：

横
浜

国
際

総
合

競
技

場

資
料

：
東

京
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
･パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

競
技

大
会

組
織

委
員

会
H

P
よ

り
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④
道
路
分
科
会
（第

1
5
回

道
路
分
科
会

H
2
6
.7
.2
）

1
7

資
料

：
「
第

1
5
回

道
路

分
科

会
【
資

料
４

】
新

た
な

国
土

構
造

を
支

え
る

道
路

交
通

の
あ

り
方

に
つ

い
て

」
よ

り

参考-26



⑤
北
西
線
（H

2
4
.7
新
規
事
業
化
）

1
8

•
横

浜
市

北
部

地
区

は
、
｢北

西
線

｣の
整

備
に
よ
り
、
湾

岸
エ
リ
ア
（
羽

田
空

港
・
京

浜
港

）
ま
で
の
所

要
時
間
が
大
幅
に
短
縮

（
約
6
0
分
⇒
約
3
0
分
に
短
縮
）

•
新
幹
線
（
新
横
浜
駅
）
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
性
も
向
上
(所

要
時
間
：
約
2
0
分
)

出
典

：
横

浜
市

道
路

局
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0.
91

1.
1

1.
2

1.
3

1.
4

1.
5

1.
6

H1
0

H1
2

H
14

H1
6

H1
8

H2
0

H2
2

H
24

H2
6

平成10年 1.0   場合 総⼈⼝ 伸 率

鶴
⾒

区
神

奈
川

区
⻄

区
中

区
南

区
港

南
区

保
⼟

ヶ⾕
区

旭
区

磯
⼦

区
⾦

沢
区

港
北

区
緑

区
都

筑
区

⼾
塚

区
栄

区
泉

区
瀬

⾕
区

横
浜

市
⻘

葉
区

全
国

（1
）地

域
概
況
①

青
葉
区
の
人
口

1
9

•
全
国
的
に
人
口
が
横
ば
い
傾
向
を
示
す
中
、
江
田
駅
を
包
含
す
る
青
葉
区
は
伸
び
率
が
高
い
。

•
年
齢
構
成
を
見
る
と
、
労
働
人
口
（
働
く
世
代
）
が
多
い
他
、
子
育
て
世
代
の
占
め
る
割
合
も
高
い
。

出
典

：
横

浜
市

統
計

ポ
ー

タ
ル

サ
イ

ト
（
H
2
6
.1
.1

時
点

）

▼
⼈

⼝
推

移
▼

⻘
葉

区
の

⼈
⼝

構
成

出
典

：
【
横

浜
市

、
市

内
各

区
】
横

浜
市

統
計

ポ
ー

タ
ル

サ
イ

ト
（
各

年
1
0
月

末
時

点
）

【
全

国
】
総

務
省

資
料

（
各

年
1
0
月

末
時

点
）

⻘
葉

区

横
浜

市

全
国

横
浜

市
内

の
中

で
都

筑
区

 
次

 
 

 ⻘
葉

区
 

⼈
⼝

 
伸

 
率

 
⾼

 
都

筑
区

年
少

⼈
⼝

⽐
率

（
15

歳
未

満
）

⾼
齢

化
率

（
65

歳
以

上
）

横
浜

市
⻘

葉
区

14
.4

％
18

.5
％

（
参

考
）

横
浜

市
12

.9
％

22
.1

％

0

1
,0
0
0

2
,0
0
0

3
,0
0
0

4
,0
0
0

5
,0
0
0

6
,0
0
0

7
,0
0
0

0
1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

7
0

8
0

9
0

1
0
0

(歳
)

労
働

⼈
⼝

が
多

い
（

15
 

64
歳

）

男
性

15
0,

76
5⼈

⼥
性

15
6,

77
7⼈

(人
)

⼦
育

て
世

代
が

多
い
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2
0

•
江
田
駅
周
辺
は
主
に
住
宅
地
に
指
定
。
駅
直
近
エ
リ
ア
の
み
商
業
・
近
隣
商
業
地
域
。

▼
江

⽥
駅

周
辺

 
⼟

地
利

⽤

資
料

：
横

浜
市

行
政

地
図

情
報

提
供

シ
ス

テ
ム

用
途

地
域

等
（
H

2
6
.6

.1
3
時

点
）

（1
）地

域
概
況
②

土
地
利
用

⽤
途

地
域

等
凡

例
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0

50
0

1,
00

0

1,
50

0

19
80

19
83

19
86

19
89

19
92

19
95

19
98

20
01

20
04

20
07

20
10

20
13

⽇平均乗⾞⼈員（百⼈/⽇）▼
江

⽥
駅

周
辺

 
乗

⾞
⼈

員
 

推
移

2
1

出
典

：
横

浜
市

統
計

ポ
ー

タ
ル

サ
イ

ト
（
h
tt

p
:/

/
w

w
w

.c
it
y.

yo
ko

h
am

a.
lg

.jp
/
e
x/

st
at

/
to

u
ke

is
h
o/

n
e
w

/
）

（1
）地

域
概
況
③

交
通
施
設
【鉄

道
】

•
東
急
田
園
都
市
線
は
、
中
央
林
間
～
渋
谷
（
半
蔵
門
線
へ
直
通
運
転
）

•
江
田
駅
の
乗
車
人
員
は
、
近
年
、
横
ば
い
傾
向
（
約
1
8
,0
0
0
人
/
日
）
、
あ
ざ
み
野
駅
の
約
１
/
６

（
年

）

19
93

年
横

浜
市

営
地

下
鉄

（
現

ブ
ル

ー
ライ

ン）
開

通
（

新
横

浜
駅

-あ
ざ

み
野

駅
）

20
02

年
東

急
⽥

園
都

市
線

あ
ざ

み
野

駅
急

⾏
停

⾞
駅

 
追

加

江
⽥

駅

市
が

尾
駅

た
ま

プ
ラー

ザ
駅

あ
ざ

み
野

駅
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資
料

：
ハ

イ
ウ

ェ
イ

バ
ス

ド
ッ

ト
コ

ム
を

基
に

作
成
(h
tt
ps
:/
/w

w
w
.h
ig
h
w
ay
b
u
s.
co
m
/r
s‐
w
e
b
0
1‐
p
rd
‐r
e
l/
gp
/i
n
d
e
x)

（
H
26
.1
0

現
在

）
注

）
上

り
・
下

り
の

デ
ー

タ
出

典
の

整
合

を
図

る
た

め
、

上
記

、
ポ

ー
タ

ル
サ

イ
ト

を
活

用
。

そ
の

た
め

、
必

ず
し

も
全

数
と

は
一

致
し

な
い

場
合

が
あ

る
。

2
2

※
東

名
江

田
バ

ス
停

に
停

車
す

る
本

数
。

（
）
内

は
東

名
高

速
道

路
を

通
行

す
る

高
速

バ
ス

の
本

数
(平

日
1
日

あ
た

り
)

<
上

り
方

向
>

<
下

り
方

向
>

（
1
）
地

域
概

況
④

交
通

施
設

【
高

速
バ

ス
】

•
東
名
江
田
バ
ス
停
に
は
、
1
日
約
1
7
0
便
(上

り
・
下
り
)の

高
速
バ
ス
が
停
車
（
通
過
を
含
め
る
と
2
5
0
便
）

▼
⾼

速
 

 
 

便
数
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2
3

（
1
）
地

域
概

況
④

交
通

施
設

【
高

速
バ

ス
】

•
江

田
駅

周
辺

の
鉄

道
駅

を
起

点
に
、
成

田
空

港
行

き
・
羽

田
空

港
行

き
の
高

速
バ
ス
が
多

数
運

行
（
新
百
合
ヶ
丘
駅
、
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
駅
、
セ
ン
タ
ー
南
駅
・
セ
ン
タ
ー
北
駅
、
新
横
浜
駅
、
中
山
駅
)

※
運

行
本

数
は

往
路

復
路

の
合

計
※

平
日

お
よ

び
休

日
の

本
数

が
同

数
だ

っ
た

た
め

、
区

別
な

し
（
H
26
.1
0

現
在

）
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2
4

•
江

田
駅

に
近

接
す
る
東

名
高

速
に
は
、
｢東

名
江

田
｣(
高

速
バ
ス
停

)が
設

置
さ
れ

て
い
る
も
の
の
、

乗
り
換
え
の
利
便
性
は
低
い
（
江
田
駅
～
東
名
江
田
バ
ス
停
：
約
1
k
m
）

（
1
）
地

域
概

況
④

交
通

施
設

【
高

速
バ

ス
】
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2
5

資
料

：
各

バ
ス

事
業

者
の
H
P
を

基
に

作
成

▼
江

⽥
駅

 
  

運
⾏

 
 

 （
拡

⼤
）

 
日

本
ス

ペ
ー

ス
イ

メ
ー

ジ
ン

グ
株

式
会

社
、

デ
ジ

タ
ル

・
ア

ー
ス

株
式

会
社

、
 
G
o
o
g
le
 

こ
の

地
図

の
作

成
に

当
た

っ
て

は
、

国
土

地
理

院
長

の
承

認
を

得
て

、
同

院
発

行
の

数
値

地
図
2
5
0
0
0

（
空

間
デ

ー
タ

基
盤

）
及

び
数

値
地

図
5
0
ｍ

メ
ッ

シ
ュ

（
標

高
）
を

使
用

し
た

も
の

で
あ

る
。

（
承

認
番

号
平
1
9

総
使

第
8
7

号
）

出
典

：
Ya
h
o
o
!地

図

（
1
）
地

域
概

況
⑤

交
通

施
設

【
路

線
バ

ス
】

▼
江

⽥
駅

 
発

着
 

 
路

線
 

 
 

運
⾏
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2
6

（1
）地

域
概
況
⑥

駅
前
広
場

写
真

①
：

⻄
⼝

駅
前

広
場

江
⽥

駅

写
真

②
：

東
⼝

駅
前

広
場

江
⽥

駅

•
江
田
駅
は
盆
地
状
の
底
地
に
位
置
し
、
面
積
が
狭
小
（
約
1
,8
0
0
㎡
）

•
路
線
バ
ス
の
バ
ー
ス
数
は
西
口
が
２
バ
ー
ス
、
東
口
が
３
バ
ー
ス
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（1
）地

域
概
況
⑦

国
道
2
4
6
号

•
上
り
区
間
は
、
横
浜
青
葉
IC
周
辺
、
江
田
駅
東
、
荏
田
町
、
新
石
川
交
差
点
で
走
行
速
度
が
低
下

•
下
り
区
間
は
、
新
石
川
交
差
点
、
荏
田
交
差
点
～
江
田
東
交
差
点
間
に
お
い
て
走
行
速
度
が
低
下

横 浜 市 青 葉 区

2
7

出
典

：
民
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江

⽥
地

区
の

地
域

活
動

【
凡

例
】

公
的

施
設

保
育

園

幼
稚

園

小
学

校
（
放

課
後

事
業

）

中
学

校

有
料

老
人

ホ
ー

ム

障
が

い
者

施
設

自
治

会

会
場

実
施

主
体

等
活

動
【
分

野
】

荏
田

地
域

ｹ
ｱ

ﾌ
ﾟﾗ

ｻ
ﾞ

・保
育

園
ひ

ろ
ば

、
マ

マ
の

会
【
子

育
て

支
援

】
・介

護
者

の
つ

ど
い

、
茶

話
会

、
う

さ
ぎ

と
か

め
の

会
あ

お
ば

イ
キ

イ
キ

!!元
気

塾
【
高

齢
者

支
援

】
・男

塾
（団

塊
世

代
交

流
の

場
）

【
人

材
育

成
】

・か
た

ら
い

広
場

（
多

世
代

交
流

の
場

）
【
地

域
交

流
な

ど
】

区
役

所
・地

域
育

児
教

室
、

保
育

園
ひ

ろ
ば

、
保

育
園

庭
開

放
【
子

育
て

支
援

】
・介

護
者

の
つ

ど
い

あ
お

ば
イ

キ
イ

キ
!!元

気
塾 【

高
齢

者
支

援
】

自
主

活
動

・
え

く
ぼ

ク
ラ

ブ
【
障

が
い

者
支

援
】

・か
た

ら
い

広
場

（
多

世
代

交
流

の
場

）、
グ

ラ
ン

ド
ゴ

ル
フ

【
地

域
交

流
な

ど
】

地
区

社
協

・江
田

地
区

社
協

茶
話

会
【
高

齢
者

支
援

】

自
治

会
・
サ

ロ
ン

・
ド

・
ヴ

ィ
レ

ッ
ジ

【
高

齢
者

支
援

】
・夏

祭
り

、
ﾚ
ｸ
ﾘ
ｴ
ｰ

ｼ
ｮﾝ

大
会

、
グ

ラ
ン

ド
ゴ

ル
フ

【
地

域
交

流
な

ど
】

N
P
O

・
ﾎ

ﾞﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨｱ

・デ
イ

サ
ー

ビ
ス

ひ
と

と
き

サ
ロ

ン
、

荏
田

ま
め

の
会

（配
食

）
【
高

齢
者

支
援

】
・は

な
み

ず
き

混
声

合
唱

団
（慰

問
活

動
）

【
地

域
交

流
な

ど
】

保
健

活
動

推
進

委
員

・健
康

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

【
健

康
づ

く
り

】
・古

布
の

リ
サ

イ
ク

ル
活

動
、

救
急

法
講

習
会 【

地
域

交
流

な
ど

】

資
料

：
「
荏

田
地

区
地

域
福

祉
保

健
計

画
」

第
二

期
青

葉
区

地
域

福
祉

保
健

計
画

(Ｈ
2
2
.3

）
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2
9

（1
）地

域
概
況
⑨

防
災

•
江
田
駅
は
、
帰
宅
困
難
者
受
入
を
「
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
あ
ざ
み
野
」
で
あ
ざ
み
野
駅
と
共
有

•
駅
か
ら
半
径
5
0
0
m
圏
内
に
一
時
滞
在
施
設
が
存
在
し
な
い

▼
横

浜
市

⻘
葉

区
 

帰
宅

困
難

者
⼀

時
滞

在
施

設
駅

名
施

設
名

駅
か

ら
の

経
路

駅
か

ら
の

時
間

最
大

収
容

人
（
人

）
た

ま
プ

ラ
ー

ザ
駅

國
學

院
大

學
（
た

ま
プ

ラ
ー

ザ
キ

ャ
ン

パ
ス

）
約
3
0
0ｍ

徒
歩
4分

調
整

中

あ
ざ

み
野

駅
（
東

急
・
市

営
地

下
鉄

）
山

内
地

区
セ

ン
タ

ー
約
2
0
0ｍ

徒
歩
3分

3
0
0

ア
ー

ト
フ

ォ
ー

ラ
ム

あ
ざ

み
野

約
4
0
0ｍ

徒
歩
5分

3
0
0

江
田

駅
約
8
0
0ｍ

徒
歩
1
0分

市
が

尾
駅

青
葉

公
会

堂
約
7
0
0ｍ

徒
歩
8分

1,
00
0

藤
が

丘
駅

藤
が

丘
地

区
セ

ン
タ

ー
約
4
5
0
m

徒
歩
5分

4
0
0

青
葉

台
駅

大
成

祭
典

セ
レ

モ
ニ

ー
ホ

ー
ル

大
成

第
2

約
4
0
0ｍ

徒
歩
5分

1
0
0

田
奈

駅
調

整
中

こ
ど

も
の

国
駅

こ
ど

も
の

国
（
園

内
）
レ

ス
ト

ラ
ン

さ
ん

か
く
ぼ

う
し

約
4
0
0
m

徒
歩
5分

2
0
0

資
料

：
青

葉
区

防
災

計
画

（
H

2
5
.6

)
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3
0

高
速

バ
ス

東
名

江
田

バ
ス

停
・

１
日

約
1
7
0
便

(上
下

合
計

)
（

通
過

を
含

め
る

と
2
5
0
便

）
・

江
田

駅
⇔

東
名

江
田

バ
ス

停
（

1
k
m

、
徒

歩
1
5
分

）

青
葉

区
の

人
口

・
伸

び
率

が
高

い
・

労
働

人
口

（
働

く
世

代
）

子
育

て
世

代
の

割
合

が
高

い
・

1
4
歳

未
満

の
年

少
人

口
比

率
が

高
い

・
6
5
歳

以
上

の
高

齢
化

率
が

低
い

土
地

利
用

・
江

田
駅

周
辺

は
商

業
・

近
隣

商
業

地
域

、
後

背
地

は
主

に
住

宅
地

に
指

定

江
田

駅
駅

前
広

場
・

江
田

駅
は

盆
地

状
の

底
地

に
位

置
し

、
面

積
が

狭
小

（
約

1
,8

0
0
㎡

）
・

路
線

バ
ス

の
バ

ー
ス

数
は

東
口

が
３

バ
ー

ス
、

西
口

が
２

バ
ー

ス

鉄
道 ・

東
急

田
園

都
市

線
は

中
央

林
間

～
渋

谷
（

半
蔵

門
線

へ
直

通
運

転
）

・
乗

車
人

員
は

、
近

年
、

横
ば

い
傾

向
（

約
1
8
,0

0
0
人

/日
）

・
１

日
の

運
行

本
数

は
、

約
2
0
0
本

国
道

2
4
6
号

・
国

道
2
4
6
号

の
交

通
量

は
、

概
ね

５
万

～
６

万
台

/
日

・
江

田
駅

周
辺

に
は

主
要

渋
滞

箇
所

が
２

箇
所

存
在

(江
田

駅
東

交
差

点
、

市
が

尾
交

差
点

)

子
育

て
・

福
祉

・
江

田
駅

周
辺

（
荏

田
地

区
）

は
、

福
祉

関
連

施
設

が
多

く
立

地
し

、
地

域
の

福
祉

保
健

活
動

が
実

施
・

地
域

活
動

の
拠

点
は

、
荏

田
地

域
ケ

ア
プ

ラ
ザ

、
青

葉
区

役
所

、
社

会
福

祉
協

議
会

な
ど

に
分

散

（2
）地

域
概
況
ま
と
め

防
災 ・

帰
宅

困
難

者
一

時
滞

在
施

設
を

「
ア

ー
ト

フ
ォ

ー
ラ

ム
あ

ざ
み

野
」

で
あ

ざ
み

野
駅

と
共

有
し

て
い

る
状

態
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3
1

（3
）江

田
駅
の
強
み
・弱

み

古
く

か
ら

の
交

通
要

衝
地

と
し

て
、

交
通

機
能

が
集

積
（

高
速

道
路

・
国

道
・

鉄
道

・
高

速
バ

ス
・

路
線

バ
ス

な
ど

）

新
た

に
横

浜
環

状
北

線
、

北
西

線
を

整
備

中

北
線

・
北

西
線

の
整

備
に

よ
り

、
空

港
、

港
湾

な
ど

の
国

際
交

通
拠

点
と

接
続

人
口

の
伸

び
率

が
高

く
、

子
育

て
世

代
・

年
少

人
口

も
多

い

企
業

の
研

究
施

設
や

事
業

所
、

学
校

な
ど

、
多

様
な

施
設

が
立

地

江
田

城
址

、
大

山
街

道
な

ど
豊

富
な

歴
史

資
源

が
点

在

周
辺

に
は

大
小

の
公

園
や

文
化

施
設

が
立

地

強
み

各
モ

ー
ダ

ル
間

の
乗

り
継

ぎ
や

連
携

が
不

十
分

（
江

田
駅

⇔
東

名
江

田
バ

ス
停

は
約

1
k
m

1
5
分

）

駅
前

広
場

の
た

ま
り

空
間

や
交

流
空

間
が

不
足

（
盆

地
形

状
の

底
地

に
位

置
し

、
面

積
が

狭
小

）

国
道

2
4
6
号

の
横

断
施

設
が

不
十

分

安
全

な
歩

行
空

間
が

確
保

さ
れ

て
い

な
い

魅
力

的
・

個
性

的
な

店
舗

が
な

い

福
祉

関
連

施
設

が
点

在
し

、
地

域
活

動
拠

点
が

分
散

し
て

い
る

江
田

駅
の

乗
車

人
員

は
、

近
年

横
ば

い
傾

向

帰
宅

困
難

者
一

時
滞

在
施

設
が

駅
周

辺
に

な
い

弱
み

参考-40



（4
）高

速
バ
ス
停
移
設
の
必
要
性

■
上

位
計

画
で

の
位

置
づ

け
（
田

園
都

市
線

駅
周

辺
の

ま
ち

づ
く
り

プ
ラ

ン
)

交
通

の
要

衝
地

に
ふ

さ
わ

し
い

使
い

や
す

く
安

全
な

駅
前

広
場

機
能

の
向

上

■
地

域
の

ニ
ー

ズ

・
駅

と
東

名
江

田
バ

ス
停

の
関

連
・

江
田

駅
は

古
く

か
ら

の
交

通
要

衝

■
取

り
巻

く
環

境
の

変
化

「
国

土
の

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

2
0
5
0
」

⇒
小

さ
な

拠
点

、
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

再
構

築
災

害
に

強
い

国
土

、
イ

ン
フ

ラ
を

賢
く

使
う

■
取

り
巻

く
環

境
の

変
化

東
京

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

・
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

の
開

催
が

決
定

■
取

り
巻

く
環

境
の

変
化

「
道

路
分

科
会

建
議

中
間

と
り

ま
と

め
」

⇒
交

通
結

節
点

の
充

実
・

高
度

化

■
取

り
巻

く
環

境
の

変
化

高
速

横
浜

環
状

北
西

線
が

都
市

計
画

事
業

認
可

を
取

得
、

現
在

事
業

中

高
速

バ
ス

と
鉄

道
の

乗
換

え
の

利
便

性
向

上
に

対
す

る
期

待

交
通

結
節

点
の

高
度

化
を

推
進

す
る

動
き

羽
田

・
成

田
空

港
、

京
浜

三
港

等
へ

の
乗

換
え

の
利

便
性

ニ
ー

ズ
・
環

境
の

変
化

高
速

バ
ス

停
移

設
の

必
要

性

高 速 バ ス 停 の 移 設 が 有 効

② 田 園 都 市 線 各 駅 利 用 者 の 付 加 価 値 向 上

① 都 心 方 向 高 速 渋 滞 時 に お け る バ ス 利 用 者 の 利 便 性 向 上
3
2
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3
3

（1
）目

指
す
姿
：①

高
速
道
路
・国

道
・鉄

道
の
イ
ン
フ
ラ
を
集
積

■
古

く
か

ら
の

交
通

要
衝

地
と

し
て

、
交

通
機

能
が

集
積

■
新

た
に

横
浜

環
状

北
線

、
北

西
線

を
整

備
中

■
た

だ
し

、
各

モ
ー

ダ
ル

間
の

乗
り

継
ぎ

や
連

携
は

不
十

分

■
高

速
道

路
、

国
道

、
鉄

道
の

イ
ン

フ
ラ

を
さ

ら
に

集
約

■
モ

ー
ダ

ル
ミ

ッ
ク

ス
拠

点
と

し
て

、
利

用
者

の
利

便
性

向
上

、
利

用
者

増
加

に
よ

る
地

域
活

性
化

背
景

・
現

状
目

指
す

姿

駅
前

広
場

路
線

 
 

⾼
速

バ
ス

東
名

⾼
速

東
京

・
東

北

中
部

・
中

日
本

中
部

・
中

日
本

都
心

東
名

⾼
速

東
京

・
東
北

中
部

・
中

日
本

中
部

・
中

日
本

都
心

北
線

 
北

⻄
線

⽻
⽥

空
港

・
成

⽥
空

港
・

京
浜

港

世
界

江
⽥

駅
江

⽥
駅

駅
前

広
場  利

⽤
者

 
利

便
性

向
上

 利
⽤

者
増

加
 

 
 

地
域

活
性

化
・国

道
24

6号
 

円
滑

化

国
道

24
6号

⾼
速

バ
ス

路
線

 
 

国
道

24
6号
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（1
）目

指
す
姿
：②

多
様
な
人
・モ

ノ
・情

報
を
集
積
・交

流

■
人

口
の

伸
び

率
が

高
く
、

子
育

て
世

代
・
年

少
人

口
も

多
い

■
企

業
の

研
究

施
設

や
事

業
所

な
ど

、
多

様
な

施
設

が
立

地
■

北
線

・
北

西
線

の
整

備
に

よ
り

、
国

際
交

通
拠

点
と

接
続

■
年

齢
、

性
別

、
家

族
構

成
、

居
住

地
の

異
な

る
人

々
が

来
街

■
国

土
軸

と
国

際
交

通
拠

点
、

都
心

部
の

結
節

点
■

内
陸

部
に

あ
る

日
本

の
玄

関
口

と
し

て
の

位
置

づ
け

背
景

・
現

状
目

指
す

姿

3
4
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（
1
）
目

指
す
姿

：
③

「
小

さ
な
拠

点
」
と
し
て
福

祉
・
防

災
・
行

政
機

能
を
集

約

■
医

療
・
福

祉
・
子

育
て

・
防

災
施

設
等

の
機

能
を

集
約

■
そ

れ
ぞ

れ
の

機
能

が
効

率
よ

く
連

携
す

る
コ

ン
パ

ク
ト

シ
テ

ィ
■

行
政

機
能

や
情

報
発

信
機

能
も

備
え

た
「
小

さ
な

拠
点

」
に

背
景

・
現

状
目

指
す

姿

3
5

福
祉

施
設

⾏
政

機
能 地

域
活

動
の

場

江
⽥

駅

機
能

集
約

・コ
ンパ

クト
シ

テ
ィ

・「
⼩

さな
拠

点
」

福
祉

施
設

地
域

活
動

の
場

■
江

田
駅

周
辺

に
は

福
祉

関
連

施
設

が
点

在
■

子
育

て
世

代
や

年
少

人
口

が
多

く
、

幅
広

い
年

齢
層

■
帰

宅
困

難
者

一
時

滞
在

施
設

が
駅

周
辺

に
な

い

⾏
政

機
能

防
災

⼦
育

て
施

設

江
⽥

駅

⼦
育

て
施

設

防
災

参考-44



3
6

（1
）目

指
す
姿
：④

歴
史
的
資
源
と
新
た
な
価
値
を
融
合
(回

遊
性
の
促
進
)

背
景

・
現

状
目

指
す

姿

■
江

田
城

址
、

大
山

街
道

な
ど

豊
富

な
歴

史
資

源
が

点
在

■
周

辺
に

は
大

小
の

公
園

や
文

化
施

設
が

立
地

■
歴

史
的

資
源

と
新

た
な

価
値

が
融

合
し

た
ま

ち
へ

■
多

様
な

価
値

観
が

混
在

す
る

こ
と

で
、

地
域

の
魅

力
向

上
や

回
遊

性
促

進
に

寄
与
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3
7

（2
）方

針
：世

界
と
つ
な
が
る

時
代
を
つ
な
げ
る

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
“江

田
”

•
住
民
を
は
じ
め
、
多
様
な
人
・
モ
ノ
・
情
報
が
集
積
す
る
ま
ち

•
歴
史
的
な
資
源
と
新
た
な
価
値
が
融
合
す
る
ま
ち

•
“
交
通
の
要
衝
”
を
活
か
し
つ
つ
、
医
療
・
福
祉
・
子
育
て
支
援
が
集
積
す
る
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

福
祉

医
療 商

業
施

設

情
報

⾏
政

住
宅

江
⽥

駅
交

通
結

節
点

学
校

・教
育

歴
史

産
業

東
急

⽥
園

都
市

線

至
あ

ざ
み

野
駅

至
市

が
尾

駅

至
静

岡

至
東

京

至
東

京

中
部

・
西
日

本

東
京

・
東
北

世
界

⽻
⽥

空
港

成
⽥

空
港

京
浜

港

住
宅

街

⼤
⼭

街
道

防
災

⼦
育

て

医
療

・
福

祉
・
子

育
て
支

援
が

集
積

す
る
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

高
速

道
路

・
国

道
・
鉄

道
の
集

積

歴
史

的
な
資

源
と

新
た
な
価

値
の
融

合

多
様

な
人

・
モ
ノ
・情

報
の
集

積
・交

流
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江田駅周辺モーダルミックス官民連携事業検討会 

第１回検討会・ＷＧ合同会議 議事要旨 

 

 

日時：平成 26年 11 月 12 日(水) 15:30～17:00 

場所：コンベンションルームＡＰ渋谷（渋谷東急プラザ８階）Ｂルーム 

 

 

要   旨 
 
 
○横浜市内の各区では、現在、都市計画マスタープランの見直し

を進めており、青葉区も作業着手済みである。整合に留意する

（後に支障が出ないよう調整が必要）。 

 

○青葉区は現在、若い世代が多い一方、将来は高齢者が最も増加

すると予測されている。地域の強み・弱みを含めて再整理する。 

 

○今後、ヒアリング調査等を通じ、高速バス事業者等の関係者の

ニーズを把握する（意見を引き出すための工夫は必要）。 

 

○次回は、基本方針(案)を踏まえ、課題解決のための施設整備（絵）

および事業スキームについて議論する。検討にあたっては、必

要性および実現可能性・効率性に留意が必要である。 

  例）・上り方向のみの高速バス停・Ｕターン路設置（事業効率） 

・東名高速の渋滞緩和に資するＰ＆Ｒ駐車場の整備（効果

発揮・費用負担の考え方・事業スキーム） 

例)・民間開発ビルの整備に対するメニュー出し（地区計画以

外。例えば非住居系の用途指定等） 

 
○次回の検討会開催は、12/15(月)もしくは12/19(金)を予定する。 

 
以 上 
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平成 26 年度 

第 2 回検討会・ＷＧ合同会議 
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江田駅周辺モーダルミックス官民連携事業検討会 

― 平成 26年度 第２回検討会・ＷＧ合同会議 ― 

 

 

■ 日 時  ： 2014 年 12 月 19 日（金） 16 時～18時 

■ 場 所  ：  コンベンションルームＡＰ渋谷（渋谷東急プラザ８階） 

■ 参加者 ： 国土交通省 関東地方整備局 道路部 

      建政部 

      横浜国道事務所 

  横浜市   財政局 

    建築局 

    都市整備局 

    道路局 

  中日本高速道路  企画本部 

    東京支社 

  東急電鉄 都市開発事業本部 

    鉄道事業本部 

 

 

■ 次  第 ： １．開会 

  ２．座長あいさつ 

  ３．議事 

    (1) 前回検討会時の指摘事項と対応 

    (2) バス事業者へのヒアリング結果 

    (3) 施設整備の概略検討 

    (4) 事業スキームの検討（基本的な考え方） 

  ４．閉会 

 

 

 

■ 添付資料 ： 資料１・・・会議次第 

  資料２・・・座席表 

  資料３・・・第１回検討会・WG 合同会議 議事要旨 

  資料４・・・第２回検討会・WG 合同会議 資料 

 

以上 

資料１
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江田駅周辺モーダルミックス官民連携事業検討会
― 平成26 年度 第２回検討会・ＷＧ合同会議 ―

座 席 表
日時：2014年12月19日（金）

16:00～18:00
場所：AP渋谷 E会議室

国
土
交
通
省

関
東
地
方
整
備
局

道
路
部
長

後
藤

貞
二

国
土
交
通
省

関
東
地
方
整
備
局

横
浜
国
道
事
務
所
長

杉
﨑

光
義

横
浜
市

財
政
局

公
共
施
設
・事
業
調
整
室
長

藤
田

格

中日本高速道路株式会社
東京支社 総務企画部
企画調整ﾁｰﾑﾘｰﾀﾞｰ

橋本 太郎

中日本高速道路株式会社
企画本部 経営企画部
経営企画ﾁｰﾑﾘｰﾀﾞｰ

松井 保幸

国土交通省 関東地方整備局
道路部 道路計画第二課長

松山 隆雄

東京急行電鉄株式会社

顧問 梶山 修

東京急行電鉄株式会社
都市開発事業本部プロジェクト開発部

統括部長 久慈 正幸

横浜市 道路局
横浜環状道路

担当理事 池本 裕生

横
浜
市

道
路
局

局
長

手
塚

文
雄

コンサルタント

担

当

者

東
京
急
行
電
鉄
株
式
会
社

都
市
開
発
事
業
本
部

企
画
開
発
部

沿
線
戦
略
担
当

主
査

鹿
本

英
利

横
浜
市

道
路
局

横
浜
環
状
道
路
調
整
部
事
業
調
整
課

担
当
係
長

勝
俣

英
樹

横
浜
市

道
路
局

横
浜
環
状
道
路
調
整
部
事
業
調
整
課

加
藤
木

元
樹

※敬称略

国
土
交
通
省

関
東
地
方
整
備
局

道
路
部

道
路
計
画
第
二
課

課
長
補
佐

石
浜

康
賢

国
土
交
通
省

関
東
地
方
整
備
局

道
路
部

道
路
計
画
第
二
課

係
長

奥
瀬

晃

国
土
交
通
省

関
東
地
方
整
備
局

横
浜
国
道
事
務
所

計
画
課
専
門
官

石
田

春
昭

横
浜
市

建
築
局

都
市
計
画
課

都
市
施
設
計
画
係
長

松
村

克
紀

横
浜
市

都
市
整
備
局

企
画
課

担
当
課
長

斎
藤

愼
太
郎

横
浜
市

道
路
局

横
浜
環
状
道
路
調
整
部
事
業
調
整
課

横
浜
環
状
道
路
担
当
課
長

田
宮

佳
代
子

東京急行電鉄株式会社
鉄道事業本部事業統括部

企画課長 関 聡史

東京急行電鉄株式会社
都市開発事業本部 プロジェクト開発部

開発担当課長 平江 良成

横浜市 道路局
横浜環状道路調整部長

古山 諭

事 務 局

横浜市 都市整備局
担当理事（企画部長）

小山 孝篤

国土交通省 関東地方整備局
建政部 都市整備課

課長補佐 加藤 郁二

国
土
交
通
省

関
東
地
方
整
備
局

建
政
部

都
市
整
備
課

専
門
員日

下
部

淳
子

扉

担

当

者

担

当

者

資料２
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江田駅周辺モーダルミックス官民連携事業　検討会メンバー
（敬称略）

氏名

座長 国土交通省　　　　関東地方整備局 道路部長 後藤　貞二

道路部　道路計画第二課長 松山　隆雄

建政部　都市整備課長 能勢　和彦

横浜国道事務所長 杉﨑　光義

中日本高速道路 企画本部 経営企画部　　経営企画チームリーダー 松井　保幸

東京支社 総務企画部　　企画調整チームリーダー 橋本　太郎

東京急行電鉄 顧問 梶山　修

都市開発事業本部 都市戦略事業部　企画開発部　統括部長 東浦　亮典

ビル事業部　プロジェクト開発部　統括部長 久慈　正幸

横浜市 財政局 公共施設・事業調整室長 藤田　格

建築局 企画部長 秋元　康幸

都市整備局 担当理事（企画部長） 小山　孝篤

道路局 局長 手塚　文雄

横浜環状道路担当理事 池本　裕生

横浜環状道路調整部長 古山　諭

東京急行電鉄 都市開発事業本部 都市戦略事業部　企画開発部　沿線戦略担当　主査 鹿本　英利

都市戦略事業部　企画開発部　沿線戦略担当 伊藤　直子

横浜市 道路局 事業調整課担当係長 勝俣　英樹

事業調整課担当 加藤木　元樹

所属

事務局
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江田駅周辺モーダルミックス官民連携事業　ＷＧメンバー
（敬称略）

氏名

座長 国土交通省　　　　関東地方整備局 道路部　道路計画第二課　課長補佐 石浜　康賢

道路部　道路計画第二課　係長 奥瀬　晃

建政部　都市整備課　課長補佐 加藤　郁二

建政部　都市整備課　係長 久保　智史

横浜国道事務所　計画課長 松實　崇博

横浜国道事務所　計画課専門官 石田　春昭

中日本高速道路 東京支社 総務企画部　　企画調整チームリーダー 橋本　太郎

総務企画部　企画調整チーム　サブリーダー 柳野　和也

東京急行電鉄 顧問 梶山　修

ビル事業部　プロジェクト開発部　開発担当課長 平江　良成

鉄道事業本部　事業戦略部　企画課長 関　聡史

横浜市 財政局 公共施設・事業調整室 保全・利活用計画担当課長 足立　哲郎

建築局 都市計画課長 佐藤　正治

都市計画課都市施設計画係長 松村　克紀

都市整備局 企画課長 大石　龍巳

企画課担当係長 斎藤　愼太郎

道路局 事業調整課横浜環状道路担当課長 田宮　佳代子

東京急行電鉄 都市開発事業本部 都市戦略事業部　企画開発部　沿線戦略担当　主査 鹿本　英利

都市戦略事業部　企画開発部　沿線戦略担当 伊藤　直子

横浜市 道路局 事業調整課担当係長 勝俣　英樹

事業調整課担当 加藤木　元樹

所属

事務局
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江田駅周辺モーダルミックス官民連携事業検討会 

第１回検討会・ＷＧ合同会議 議事要旨 

 

 

日時：平成 26年 11 月 12 日(水) 15:30～17:00 

場所：コンベンションルームＡＰ渋谷（渋谷東急プラザ８階）Ｂルーム 

 

 

要   旨 
 
 
○横浜市内の各区では、現在、都市計画マスタープランの見直し

を進めており、青葉区も作業着手済みである。整合に留意する

（後に支障が出ないよう調整が必要）。 

 

○青葉区は現在、若い世代が多い一方、将来は高齢者が最も増加

すると予測されている。地域の強み・弱みを含めて再整理する。 

 

○今後、ヒアリング調査等を通じ、高速バス事業者等の関係者の

ニーズを把握する（意見を引き出すための工夫は必要）。 

 

○次回は、基本方針(案)を踏まえ、課題解決のための施設整備（絵）

および事業スキームについて議論する。検討にあたっては、必

要性および実現可能性・効率性に留意が必要である。 

  例）・上り方向のみの高速バス停・Ｕターン路設置（事業効率） 

・東名高速の渋滞緩和に資するＰ＆Ｒ駐車場の整備（効果

発揮・費用負担の考え方・事業スキーム） 

例)・民間開発ビルの整備に対するメニュー出し（地区計画以

外。例えば非住居系の用途指定等） 

 
○次回の検討会開催は、12/15(月)もしくは12/19(金)を予定する。 

 
以 上 

資料３
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１
．
前

回
検
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の
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2

項
⽬

主
な

指
摘

事
項

対
応

１
•

⾒
直

  
進

 
 

 
 

都
市

 
 

  
 

  
  

整
合

 
留

意
 

 
⇒

⾒
直

 後
 

 ⽀
障

 
出

 
 

 
  

市
内

で
調

整
し、

対
応

（
今

後
）

２
•

⼈
⼝

推
計

を
⽤

い
て

、今
後

、急
速

に
進

む
⾼

齢
化

に
つ

い
て

も
把

握
す

る
こと

⇒
年

齢
別

 
将

来
⼈

⼝
 

整
理

（
→

Ｐ
.3

参
照

）
※

⾼
齢

化
対

応
は

反
映

済
み

３
•

帰
宅

困
難

者
⼀

時
滞

在
施

設
 

 
 

て
、最

新
の

状
況

と今
後

の
動

向
を

把
握

す
る

こと

⇒
最

新
の

情
報

を
収

集
し、

反
映

（
→

Ｐ
.4

参
照

）

４
•

「都
市

再
⽣

特
別

措
置

法
」に

基
づ

く
⽴

地
適

正
化

計
画

 
動

 
 

 
 

⇒
認
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実

現
に

向
け
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具

体
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⼿
法

の
⼀

つ
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あ
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今
後
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要

に
応
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慮
※

⽴
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適
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概
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照
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⾼
速

道
路

会
社
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取
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に

は
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題
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整
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必
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⇒
バ

ス
事

業
者

へ
の

ヒア
リン

グ
を

実
施

（
→

P.
6参

照
）

⇒
交

通
円

滑
化

 関
 

 検
討

結
果

 提
⽰

（
→

P.
14

参
照

）

■
前

回
（
第

１
回

）
会

議
で

の
主

な
指

摘
事

項
と

対
応

は
、

以
下

の
通

り

参考-56



0.
91

1.
1

1.
2

1.
3

1.
4

1.
5

1.
6

H
10

H
12

H
14

H
16

H
18

H
20

H
22

H
24

H
26

平成10年 1.0   場合 総⼈⼝ 伸 率

鶴
⾒

区
神

奈
川

区
⻄

区
中

区
南

区
港

南
区

保
⼟

ヶ⾕
区

旭
区

磯
⼦

区
⾦

沢
区

港
北

区
緑

区
都

筑
区

⼾
塚

区
栄

区
泉

区
瀬

⾕
区

横
浜

市
⻘

葉
区

全
国

▼
⼈

⼝
推

移

出
典

：
【
横

浜
市

、
市

内
各

区
】
横

浜
市

統
計

ポ
ー

タ
ル

サ
イ

ト
（
各

年
1
0
月

末
時

点
）

【
全

国
】
総

務
省

資
料

（
各

年
1
0
月

末
時

点
）

⻘
葉

区

横
浜

市

全
国

横
浜

市
内

の
中

で
都

筑
区

 
次

 
 

 ⻘
葉

区
 

⼈
⼝

 
伸

 
率

 
⾼

 
都

筑
区

3

≪
人
口
推
計
≫

◆
現

在
の

年
齢

構
成

を
見

る
と

、
労

働
人

口
（
働

く
世

代
）
が

多
い

他
、

子
育

て
世

代
の

占
め

る
割

合
も

高
い

。
◆

5
0
年

後
は

人
口

が
１

割
減

少
、

高
齢

化
率

は
約

２
倍

（
高

齢
化

対
応

が
必

要
）
。

（
前

回
）

30
4 

30
9 

31
1 

31
2 

31
0 

30
6 

30
3 

29
9 

29
2 

28
2 

27
0 

15
.9

34
.5

0102030405060

05010
0

15
0

20
0

25
0

30
0

35
0

H
22

H2
7

H3
2

H
37

H
42

H4
7

H5
2

H
57

H
62

H6
7

H
72

⾼齢化率（％）

⻘葉区 推計⼈⼝（千⼈）

⻘
葉

区
(⼈

⼝
)

全
国

(⾼
齢

化
率

)
横

浜
市

(⾼
齢

化
率

)
⻘

葉
区

(⾼
齢

化
率

) 資
料

：
横

浜
市

資
料

⾼
齢

化
率

2.
2倍

総
⼈

⼝
１

割
減

少

（
追

記
）

参考-57



▼
横

浜
市

⻘
葉

区
 

帰
宅

困
難

者
⼀

時
滞

在
施

設

4

≪
帰
宅
困
難
者
一
時
滞
在
施
設
≫

◆
江

田
駅

周
辺

に
は

、
１

カ
所

の
一

時
滞

在
施

設
が

存
在

資
料

：
横

浜
市

資
料

25
0
ｍ

50
0ｍ

青
葉

台
公

会
堂

（
徒

歩
８

分
）

乗
降

客
数

4
3
,5
4
8人

/年
乗

降
客

数
3
6
,5
2
5人

/年

ｱ
ｰ

ﾄﾌ
ｫ
ｰ

ﾗ
ﾑ

あ
ざ

み
野

（
徒

歩
5分

）

山
内

地
区

セ
ン

タ
ー

（
徒

歩
３

分
）

乗
降

客
数

1
3
4
,5
6
9人

/年

2
50

ｍ

50
0
ｍ

2
50

ｍ

5
00

ｍ
市

が
尾

駅
江

⽥
駅

あ
ざ

み
野

駅

シ
テ

ィ
ホ

ー
ル

江
田

（
徒

歩
３

分
）

駅
名

施
設

名
駅

か
ら

の
距

離
駅

か
ら

の
時

間
最

大
収

容
人

数
（人

）

た
ま

プ
ラ

ー
ザ

駅
國

學
院

大
學

（
た

ま
プ

ラ
ー

ザ
キ

ャ
ン

パ
ス

）
約

3
0
0
ｍ

徒
歩

4
分

1
0
0

あ
ざ

み
野

駅
（
東

急
・
市

営
地

下
鉄

）
山

内
地

区
セ

ン
タ

ー
約

2
0
0
ｍ

徒
歩

3
分

3
0
0

ア
ー

ト
フ

ォ
ー

ラ
ム

あ
ざ

み
野

約
4
0
0
ｍ

徒
歩

5
分

3
0
0

江
田

駅
品

川
合

同
葬

祭
㈱

シ
テ

ィ
ホ

ー
ル

江
田

約
2
0
0
ｍ

徒
歩

3
分

1
0
0

市
が

尾
駅

青
葉

公
会

堂
約

7
0
0
ｍ

徒
歩

8
分

1
,0

0
0

藤
が

丘
駅

藤
が

丘
地

区
セ

ン
タ

ー
約

4
5
0
ｍ

徒
歩

5
分

4
0
0

青
葉

台
駅

大
成

祭
典

㈱
セ

レ
モ

ニ
ー

ホ
ー

ル
大

成
第

2
約

4
0
0
ｍ

徒
歩

5
分

1
0
0

田
奈

駅
多

摩
田

園
都

市
ま

ち
づ

く
り

館
約

5
0
ｍ

徒
歩

1
分

1
0
0

こ
ど

も
の

国
駅

こ
ど

も
の

国
（
園

内
）レ

ス
ト

ラ
ン

さ
ん

か
く
ぼ

う
し

約
4
0
0
ｍ

徒
歩

5
分

2
0
0

資
料

：青
葉

区
役

所
総

務
課

（H
26

.7
)
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5

≪
立

地
適

正
化

計
画

≫

資
料

：
都

市
再

生
特

別
措

置
法

に
基

づ
く
立

地
適

正
化

計
画

制
度

国
土

交
通

省

◆
都

市
全

体
の

関
連

か
ら

、
居

住
機

能
や

福
祉

･医
療

･商
業

等
の

都
市

機
能

の
立

地
、

公
共

交
通

の
充

実
に

関
す

る
包

括
的

な
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

を
作

成
◆

民
間

の
都

市
機

能
へ

の
投

資
や

居
住

を
効

果
的

に
誘

導
す

る
た

め
の

土
俵

づ
く
り

【
立

地
適

正
化

計
画

制
度

の
意

義
・
役

割
】

①
市

町
村

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
の

高
度

化
版

②
都

市
計

画
と

民
間

施
設

誘
導

の
融

合

・既
存

イ
ン

フ
ラ

を
活

か
し

た
民

間
施

設
立

地
の

適
正

化

・民
間

施
設

へ
の

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

手
法

の
多

様
化

・民
間

施
設

へ
の

支
援

（誘
導

施
設

へ
の

財
政

支
援

、

公
的

不
動

産
の

有
効

活
用

、
等

）

③
市

町
村

の
主

体
性

と
都

道
府

県
の

広
域

調
整

④
市

街
地

空
洞

化
防

止
の

た
め

の
新

た
な

選
択

肢

⑤
時

間
軸

を
も

っ
た

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン

⑥
都

市
計

画
と

公
共

交
通

の
一

体
化

⑦
都

市
計

画
と

公
的

不
動

産
(P
R
E)

の
連

携

参考-59



6

⽬
的

 
 

事
業

者
 

視
点

 
 ⾒

 
 ⽻

⽥
空

港
  

 
 

 
路

線
 系

統
等

 
対

 
 

需
要

・ニ
ー

ズ
の

把
握

対
象

JR
バ

ス
関

東
株

式
会

社
、⼩

⽥
急

箱
根

⾼
速

バ
ス

株
式

会
社

質
問

項
⽬

(1
)現

在
 

⾼
速

 
 

 
運

⾏
状

況
■

東
名

⾼
速

道
路

 
渋

滞
 

 
 

影
響

 渋
滞

時
 

対
応

(2
)北

⻄
線

 北
線

 
接

続
  

場
合

 
需

要
  

 
 

■
横

浜
市

北
⻄

部
 

 ⽻
⽥

空
港

⾏
 

 
⾼

速
 

 
利

⽤
 

需
要

 動
向

■
東

京
 

中
部

 関
⻄

⽅
⾯

系
統

 横
浜

市
北

部
 

⽻
⽥

空
港

⾏
 

⾼
速

 
 

 
乗

 換
 

需
要

・動
向

（
新

た
な

需
要

）
■

東
名

⾼
速

 
 

Ｕ
  

 
路

 
必

要
性

  
  

  
 

  
  

提
⽰

資
料

•
北

⻄
線

 
 

  
  

•
江

⽥
駅

周
辺

位
置

図
•

⾼
速

 
 

 
運

⾏
状

況
•

⾼
速

バ
ス

と駅
の

乗
り換

え
状

況
•

⾼
速

バ
ス

施
設

の
設

置
形

態
パ

ター
ン図

•
ヒア

リン
グ

シ
ー

ト

（
1
）
ヒ
ア
リ
ン
グ
概

要

参考-60



7

１
.現

在
の
高
速
バ
ス
の
運
行
状
況
に
つ
い
て

①
東
名
高
速
道
路
の
渋
滞
に
よ
る
影
響
、
渋
滞
時
の
対
応
（
ル
ー
ト
変
更
等
）

•
東

名
⾼

速
の

渋
滞

は
慢

性
的

に
発

⽣
。

•
⾼

速
 

 
 

⾛
⾏

 
 

  
 国

交
省

 
免

許
 

交
付

 受
 

 
 

 
 

 
 安

易
 

変
更

 
 

 
 

。
•

通
常

、乗
務

員
 

１
往

復
/⽇

。渋
滞

 
 

 往
路

 
到

着
時

間
 

遅
延

 乗
務

員
の

労
働

時
間

の
制

限
に

よ
り、

復
路

 
発

着
時

間
 

遅
延

 １
勤

務
 

 次
 

勤
務

 
 

 
休

憩
時

間
 

法
律

 
定

 
られ

て
い

る
。そ

の
た

め
、１

⼈
の

乗
務

員
だ

け
で

な
く、

所
属

す
る

他
の

乗
務

員
全

体
の

勤
務

に
ま

で
影

響
す

る
。

•
渋

滞
遅

延
に

よ
る

乗
務

員
の

超
過

勤
務

に
よ

り、
会

社
 

割
増

賃
⾦

 
⽀

払
わ

な
け

れ
ば

な
らな

い
。

渋
滞

は
、⼈

件
費

だ
け

で
な

くバ
ス

会
社

全
体

の
経

営
に

も
影

響
。

•
GW

や
秋

の
三

連
休

に
は

、渋
滞

 
⾒

越
  

 通
常

 
出

発
時

刻
 

２
本

前
 

時
刻

 
出

発
  

 
等

の
変

則
的

 
運

⾏
時

間
 

設
定

（
2
）
ヒ
ア
リ
ン
グ
結

果

（
5
点

と
も

、
両

社
共

通
）

参考-61



8

２
.北

西
線
・
北
線
が
接
続
し
た
場
合
の
需
要
・
ニ
ー
ズ
に
つ
い
て

①
横
浜
市
北
西
部
か
ら
羽
田
空
港
行
き
の
高
速
バ
ス
利
用
の
需
要
・動

向
（上

り
・下

り
）

•
江

⽥
駅

に
⾼

速
バ

ス
停

が
整

備
され

た
場

合
、⽻

⽥
空

港
⾏

 
 

⾼
速

 
 

 
動

向
に

は
、間

違
い

な
く変

化
が

起
き

る
。乗

務
員

の
運

転
時

間
の

短
縮

や
安

定
した

運
転

時
間

が
実

現
で

きる
た

め
、今

ま
 

１
往

復
  

 
 

 
 

  
 

 
 

 同
じ勤

務
時

間
の

中
で

、２
往

復
 

可
能

に
な

る
。

•
⾼

速
道

路
 

開
通

 
 

  
 

  
 

事
業

者
 

  
 

魅
⼒

的
  

客
様

 
  

 
 

所
要

時
間

が
安

定
し、

乗
務

員
に

とっ
て

は
勤

務
時

間
が

短
縮

す
る

効
果

を
期

待
。

•
今

ま
で

⼀
般

道
を

通
って

い
た

も
の

が
、⾼

速
道

路
 

転
換

 
 

 
  

 
 

 
 

間
違

 
 

 
 ⾼

速
料

⾦
 

  
  

 
 

  
  

 
 

 安
定

  
運

⾏
に

は
経

済
効

果
 

⾒
込

 
 

。
•

鉄
道

 
⽻

⽥
空

港
 

⾏
 場

合
 乗

 換
 

 
発

⽣
 

 
 

 ⾼
速

 
 

 
場

合
 

 乗
り換

え
ゼ

ロ
。

⻘
葉

区
 

地
域

特
性

を
考

慮
す

れ
ば

、今
後

、需
要

は
⼤

い
に

期
待

で
き

る
。

•
現

状
の

江
⽥

バ
ス

停
を

駅
近

くに
移

設
し、

鉄
道

に
乗

り換
え

や
す

くす
る

と、
⾮

常
 

利
⽤

価
値

 
⾼

ま
る

と思
う。

  
認

識
が

浸
透

す
れ

ば
、利

⽤
者

 
  

 
 江

⽥
 

 
停

 
魅

⼒
的

 
 

 
 

 
  

ル
に

な
る

。

（
2
）
ヒ
ア
リ
ン
グ
結

果

■
説

明
資

料
：

・
北

西
線

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

・
高

速
バ

ス
の

運
行

状
況

（
羽

田
空

港
行

き
）

・
高

速
バ

ス
施

設
の

設
置

形
態

パ
タ

ー
ン

図
■

説
明

内
容

：
・
北

線
・
北

西
線

開
通

に
よ

る
羽

田
ア

ク
セ

ス
性

の
向

上

（
5
点

と
も

、
両

社
共

通
）

参考-62



9

２
.北

西
線
・
北
線
が
接
続
し
た
場
合
の
需
要
・
ニ
ー
ズ
に
つ
い
て

②
２
系
統
（東

名
軸
・羽

田
空
港
軸
）の

高
速
バ
ス
乗
り
換
え
需
要
・動

向
（新

た
な
需
要
）

•
バ

ス
事

業
者

 
喜

 
 

  
需

要
 

⾒
込

 
 

 
。⾼

速
バ

ス
を多

頻
度

 
運

⾏
す

る
と、

利
⽤

者
 

増
え

る
が

、「
⾼

速
バ

ス
か

ら⾼
速

バ
ス

へ
」の

乗
り換

え
は

、定
時

性
 多

頻
度

 
観

点
 

  
  

難
  

。
利

⽤
者

 
視

点
か

らい
え

ば
、予

定
通

 乗
 継

 
 

 
不

安
で

あ
り、

バ
ス

が
定

刻
通

り来
る

の
か

も
分

か
ら

な
い

た
め

で
あ

る
。

•
 乗

⾞
  

 
 

 
 

  
 乗

 換
 

 
  

 
 

 
 

  
接

続
の

時
間

が
、う

ま
く合

え
ば

告
知

は
で

き
る

 思
  

例
 

 
 新

宿
⾏

 
 

 
 

 
  

江
⽥

 
 

停
 

 ⽻
⽥

空
港

⾏
 

 
 

 
 

乗
 換

 
 

 
 

ま
す

」と
い

うこ
とを

告
知

す
れ

ば
、利

⽤
 

 
⼈

 
 

 
と思

う。
•

 
 

  
変

更
や

、東
名

⾼
速

道
路

上
 

 
 

停
 

増
設

 
 

等
 

動
向

 
容

易
 

予
想

 
 

 
。

（
2
）
ヒ
ア
リ
ン
グ
結

果

■
説

明
資

料
：

・
北

西
線

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

・
高

速
バ

ス
の

運
行

状
況

（
江

田
バ

ス
停

停
車

・通
過

）
・
高

速
バ

ス
施

設
の

設
置

形
態

パ
タ

ー
ン

図
■

説
明

内
容

：
・
「
高

速
バ

ス
×

高
速

バ
ス

」
と

い
っ

た
新

た
な

需
要

発
掘

の
可

能
性

（
３

点
と

も
、

両
社

共
通

）
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1
0

２
.北

西
線
・
北
線
が
接
続
し
た
場
合
の
需
要
・
ニ
ー
ズ
に
つ
い
て

③
東
名
高
速
道
路
で
の
Ｕ
タ
ー
ン
路
の
必
要
性
、
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

•
⽻

⽥
空

港
へ

の
フィ

ー
ダー

輸
送

を
す

る
場

合
、Ｕ

 
 

 
路

 
有

効
。東

名
川

崎
IC

 
⾏

  
 

  
 

くら
い

タイ
ム

ロス
が

発
⽣

す
る

の
か

分
か

らな
い

し、
どこ

で
Uタ

ー
ンで

き
る

の
か

不
明

 （
Ｊ

Ｒ
 

 
関

東
）

•
現

況
 

江
⽥

 
 

停
 

Ｕ
  

 
路

 
設

 
 

場
合

 
 

 東
名

川
崎

Ｉ
Ｃ

 
Ｕ

  
  

 
場

合
 

 
 

そ
の

環
境

 
合

  
運

⾏
時

間
を

設
定

す
る

。（
⼩

⽥
急

箱
根

⾼
速

バ
ス

）
•

U 
 

 
路

 
 

  
場

合
 ⼀

般
⾞

 
利

⽤
制

限
 

  
 

 
 

 
 管

理
⾯

 
整

理
 

必
要

。
（

Ｊ
Ｒ

バ
ス

関
東

）

（
2
）
ヒ
ア
リ
ン
グ
結

果

■
説

明
資

料
：

・
高

速
バ

ス
施

設
の

設
置

形
態

パ
タ

ー
ン

図
■

説
明

内
容

：
・
U

タ
ー

ン
設

置
の

有
無

に
よ

る
所

要
時

間
の

違
い
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商
業

⾼
速

道
路

路
線

 
 

・タ
ク

シ
ー

交
流

広
場

福
祉

・
⼦

育
て

鉄
道

1
1

３
．
１

機
能

配
置

の
検

討
（
基

本
的

な
考

え
方

）

平
常

時
：
長

距
離

移
動

（通
勤

、
観

光
等

）
非

常
時

：
帰

宅
困

難
者

の
輸

送
支

援

・
人

・
モ

ノ
・
情

報
の

交
流

促
進

（対
流

）
⇒

平
常

時
：
交

流
⇒

非
常

時
：
一

時
避

難
場

所

高
速

バ
ス

＆
路

線
バ

ス
ラ

イ
ド

⇒
利

便
性

の
向

上

地
域

の
玄

関
口

の
形

成
（
ゲ

ー
ト

ウ
ェ

イ
）

・
交

通
モ

ー
ド

の
連

携

パ
ー

ク＆
ライ

ド
駐

⾞
場

・
高

速
バ

ス
＆

レ
ー

ル
ラ

イ
ド

⇒
公

共
交

通
の

利
便

性
の

向
上

・
女

性
の

社
会

進
出

支
援

（
子

供
を

預
け

て
、

鉄
道

に
て

通
勤

等
）

・
パ

ー
ク

＆
レ

ー
ル

ラ
イ

ド
⇒

東
名

高
速

道
路

の
渋

滞
緩

和
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1
2

•
江
田
駅
に
近
接
す
る
区
間
の
東
名
高
速
の
車
線
稼
働
率
は
、
6
0
～
8
0
％

（
１
）
高

速
バ

ス
停

移
設

の
必
要

性

資
料

：
第

1
3
回

国
土

幹
線

道
路

部
会

国
土

交
通

省

横
浜

青
葉
IC

東
京
IC

横
浜

町
田
IC
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02040608010
0

0
50

10
0

15
0

20
0

25
0

30
0

35
0

速度（km/h）

５
分

間
交

通
量

（
台

/５
分

）

10
⽉

平
⽇

東
京

 
東

名
川

崎
（

上
り）

11
 

4時
台

5時
台

6時
台

7時
台

8時
台

9時
台

10
時

台

02040608010
0

0
50

10
0

15
0

20
0

25
0

30
0

35
0

速度（km/h）

５
分

間
交

通
量

（
台

/５
分

）

8⽉
平

⽇
東

京
 

東
名

川
崎

（
上

り）

11
 

4時
台

5時
台

6時
台

7時
台

8時
台

9時
台

10
時

台

1
3

•
平

常
時

（
1
0
月

）
お
よ
び
ピ
ー
ク
時

（
８
月

）
と
も
に
、
朝

方
（
６
-
７
時

台
）
、
容

量
超

過
が
発

生
（
上
り
方
向
）

（
１
）
高

速
バ

ス
停

移
設

の
必
要

性

資
料

：
N

E
X
C

O
ト

ラ
カ

ン
デ

ー
タ

東
名

高
速

東
京

～
東

名
川

崎
（
1
.6

2
K
P

）
H

2
6
.1

0
.1

4
(火

)～
1
7
(金

)
東

名
高

速
東

京
～

東
名

川
崎

（
1
.6

2
K
P

）
H

2
6
.8

.1
1
(月

)～
1
5
(金

)

最
⼤

安
定

交
通

量
28

0台
/3

⾞
線

 ５
分

＝
1,

12
0台

/⾞
線

 時

安
定

領
域

不
安

定
領

域

渋
滞

領
域

最
⼤

安
定

交
通

量
28

0台
/3

⾞
線

 ５
分

＝
1,

12
0台

/⾞
線

 時

安
定

領
域

不
安

定
領

域

渋
滞

領
域

5:
35

①
③

6:
15

⑤
7:

00

②
④

⑥ 8:
25

⑦ 9:
50

5:
05

①
③

6:
30

⑤

② ④
8:

40
9:

45

7:
45
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1
4

•
江
田
バ
ス
停
を
通
過
・停

車
す
る
東
名
高
速
上
の
高
速
バ
ス
の
運
行
状
況
を
見
る
と
、
平
日
は
、
●

分
程
度
の
遅
延
が
発
生
（上

り
方
向
）

（
１
）
高

速
バ

ス
停

移
設

の
必
要

性 デ
ー

タ
提

供
依

頼
中
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1
5

•
鉄
道
（東

急
田
園
都
市
線
）を

利
用
し
た
場
合
､江

田
→
都
心
（渋

谷
）ま

で
最
短
2
6
分

（最
大
で
も
4
0分

）

（
１
）
高

速
バ

ス
停

移
設

の
必
要

性

■
上

り
（
渋

谷
駅

行
き

）
の

時
刻

表
（
平

日
）

≪
江

田
駅
≫

≪
あ

ざ
み

野
駅
≫

資
料

：東
急

電
鉄

Ｈ
Ｐ

（
平

成
26

年
6
月
21

日
改

正
）

江 ⽥

あ ざ み 野

た ま プ ラ ␗ ザ

鷺 沼

宮 前 平

宮 崎 台

梶 が ⾕
溝 の ⼝

⾼ 津

⼆ ⼦ 新 地

⼆ ⼦ ⽟ 川

⽤ 賀
桜 新 町

駒 沢 ⼤ 学

三 軒 茶 屋

池 尻 ⼤ 橋

渋 ⾕

1⽇
 

 
 平

均
乗

⾞
⼈

員
：

約
18

,0
00

⼈
/⽇

朝
ピー

ク時
（

7時
 

9時
）

【各
駅

停
⾞

】
：

5分
に

1本

1⽇
 

 
 平

均
乗

⾞
⼈

員
：

約
67

,0
00

⼈
/⽇

朝
ピー

ク時
（

7時
 

9時
）

【急
⾏

 準
急

】
：

6分
に

1本

各
駅

停
⾞

準
急

急
⾏

■
江

田
駅
⇒

渋
谷

駅
へ

の
所

要
時

間

資
料

：
Ya
h
o
o
!路

線
情

報
よ

り
算

出
［
昼

間
時

］
1
1時

～
1
5時

の
正

時
出

発
で

設
定

［
朝

ピ
ー

ク
時

］
7
時

～
9
時

の
正

時
出

発
で

設
定

所
要

時
間

［
各

駅
停

⾞
 

場
合

］
◎

昼
間

時
：

36
分

◎
朝

ピー
ク時

（
最

⼤
）

：
40

分

所
要

時
間

［
急

⾏
 

場
合

］
◎

昼
間

時
：

26
分

◎
朝

ピー
ク時

（
最

⼤
）

：
37

分
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1
6

（
２
）
検

討
条

件

■
東
名
・
首
都
高
の
渋
滞
に
よ
り
、
高
速

バ
ス
の
遅
延
が
発
生
。
運
営
・
管
理
面

で
影
響
が
大

■
江
田
⇒
羽
田
空
港
行
き
の
バ
ス
運
行

は
魅
力
的
。
需
要
は
大
い
に
期
待
。
事

業
者
側
も
メ
リ
ッ
ト
大

■
「
東
京
⇒
西
日
本
方
面
の
バ
ス
」と

「
江

田
⇒
羽
田
空
港
の
バ
ス
」
の
乗
継
は

疑
問
。
た
だ
し
、
江
田
で
の
バ
ス
タ
ー
ミ

ナ
ル
化
等
の
条
件
が
整
え
ば
、
可
能

性
と
し
て
あ
り

■
Ｕ
タ
ー
ン
路
は
有
効
（
時
間
、
経
路
）
。

た
だ
し
、
運
行
時
間
の
調
整
に
よ
る
対

応
も
可
能

【
現

状
、

北
線

・
北

西
線

整
備

後
の

ニ
ー

ズ
】

パ
ー
ク
＆
レ
ー
ル
ラ
イ
ド

【
導

入
施

策
】

高
速
バ
ス
停
の
移
設

高
速
バ
ス
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
化

Ｕ
タ
ー
ン
路
の
整
備

◆
公

共
交

通
へ

の
転

換
に

よ
る

東
名

高
速

・
首

都
高

の
渋

滞
緩

和

◆
鉄

道
・
高

速
バ

ス
の

乗
り

換
え

利
便

の
向

上

◆
高

速
バ

ス
利

用
の

利
便

性
向

上

◆
羽

田
⇔

江
田

の
フ

ィ
ー

ダ
ー

輸
送

支
援

参考-70



1
7

（
２
）
検

討
条

件

■
江
田
駅
周
辺
の
公
共
用
地
は
限
ら
れ

て
い
る
た
め
、
民
地
を
活
用
し
た
一
体

的
整
備
も
視
野
（官

民
連
携
）

■
高
速
バ
ス
と
鉄
道

と
の
連
携

強
化
は
、

江
田
駅
側
に
現
行
の
東
名
江
田
バ
ス

停
を
移
設
す
る
こ
と
を
基
本

■
既
存
の
東
京
・
新
宿
等
～
関
西
方
面

の
高
速
バ
ス
に
加
え
、
北
西
線
・
北
線

の
開
通
に
併
せ
た
羽
田
空
港
方
面
へ

の
新
設
を
前
提

■
Ｕ
タ
ー
ン
路
の
設
置
は
、
新
た
な
用
地

買
収
の
最
小
化
を
図
る
た
め
、
現
行

の
江
田
バ
ス
停
の
活
用
を
基
本

【
基

本
的

な
考

え
方

】
【
検

討
条

件
・
制

約
条

件
】

■
パ
ー
ク
＆
ラ
イ
ド
駐
車
場
の
駐
車
マ

ス
は
、
関
連
法
規
・
設
置
基
準
に
準

拠

■
移
設
後
の
新
設
バ
ス
停
は
、
道
路

構
造
令
に
準
拠
し
、
計
画

⇒
加
減
速
車
線
長
、
幅
員
、
勾
配
等

■
構
造
上
の
制
約
用
件
は
下
記
の
と

お
り

⇒
建
築
物
、
道
路
構
造
物
（高

速
道

路
）
の
橋
脚
・
橋
台
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（
３
）
高
速
バ
ス
停
の
設
置
形
態
パ
タ
ー
ン

1
8

【
現

況
】

【案
1】

バ
ス

停
上

下
あ

り
(下

り
線

を
東

京
側

に
シ

フ
ト
)・
U
タ

ー
ン

あ
り

【
案

2
】
バ

ス
停

上
り

の
み

・
U

タ
ー

ン
あ

り
【案

3】
バ

ス
停

上
下

(下
り

線
を

東
京

側
に

シ
フ

ト
)・
U
タ

ー
ン

な
し

江
⽥

駅

⾄
東

名
川

崎
IC

⾄ 静 岡
横

浜
⻘

葉
IC

荏
田
北

あ
ざ
み
野
南

み
す
ず
が
丘

柿
の
木
台

下
谷
本
町

荏
田
西

荏
田
町

市
ヶ
尾
町

市
ヶ
尾
町

静
岡

方
面
⇔

都
心

方
面

江
⽥

駅
東

名
バ

ス
停

（
下

り）

⾄
東

名
川

崎
IC

⾄
北

線
 北

⻄
線

（
⽻

⽥
空

港
）

⾄ 静 岡
横

浜
⻘

葉
IC

・J
CT

東
名

バ
ス

停
（

上
り）

荏
田
北

あ
ざ
み
野
南

み
す
ず
が
丘

柿
の
木
台

下
谷
本
町

荏
田
西

荏
田
町

市
ヶ
尾
町

市
ヶ
尾
町

U
タ

ー
ン

静
岡

方
面
⇔

都
心

方
面

羽
田

空
港

方
面
⇔

江
田

駅 江
⽥

駅

東
名

バ
ス

停
（

下
り）

⾄
北

線
 北

⻄
線

（
⽻

⽥
空

港
）

⾄ 静 岡
横

浜
⻘

葉
IC

・J
CT

東
名

バ
ス

停
（

上
り）

荏
田
北

あ
ざ
み
野
南

み
す
ず
が
丘

柿
の
木
台

下
谷
本
町

荏
田
西

荏
田
町

市
ヶ
尾
町

市
ヶ
尾
町

東
名

川
崎

IC

静
岡

方
面
⇔

都
心

方
面

羽
田

空
港

方
面
⇔

東
名

川
崎
IC

江
⽥

駅

⾄
東

名
川

崎
IC

⾄
北

線
 北

⻄
線

（
⽻

⽥
空

港
）

⾄ 静 岡
横

浜
⻘

葉
IC

・J
CT

東
名

バ
ス

停

荏
田
北

あ
ざ
み
野
南

み
す
ず
が
丘

柿
の
木
台

下
谷
本
町

荏
田
西

荏
田
町

市
ヶ
尾
町

市
ヶ
尾
町

U
タ

ー
ン

静
岡

方
面
⇔

都
心

方
面

羽
田

空
港

方
面
⇔

江
田

駅

到
着

出
発

静
岡

以
西

東
京

都
心

羽
田

空
港

静
岡

以
西

○
○

東
京

都
心

○
○

羽
田

空
港

○
○

《
江

田
駅

で
の

利
用

者
の

乗
り

継
ぎ

可
否

》

到
着

出
発

静
岡

以
西

東
京

都
心

羽
田

空
港

静
岡

以
西

○
○

東
京

都
心

○
×

羽
田

空
港

×
○

《
江

田
駅

で
の

利
用

者
の

乗
り

継
ぎ

可
否

》
到

着
出

発
静

岡
以

西
東

京
都

心
羽

田
空

港

静
岡

以
西

○
△

※

東
京

都
心

○
○

羽
田

空
港

△
※

○

《
江

田
駅

で
の

利
用

者
の

乗
り

継
ぎ

可
否

》

課
題

：
東

名
バ

ス
停

（
下

り）
を東

京
側

へ
約

25
0m

（
徒

歩
４

分
）

移
設

した
こと

に
よ

る
乗

り換
え

抵
抗

課
題

：
上

  
下

  
 

 
乗

降
 

処
理

 
混

在

課
題

：
迂

回
に

要
す

る
時

間
の

差
約

5分
(往

復
)

東
名

川
崎

IC
料

⾦
所

 
迂

回
：

約
7分

現
東

名
江

⽥
バ

ス
停

で
Uタ

ー
ン：

約
2分

※
東

名
川

崎
IC

料
金

所
で

迂
回

す
れ

ば
乗

継
可

能

※
距

離
：
距

離
測

で
測

定
※

速
度

：
H

2
2
道

路
交

通
セ

ン
サ

ス

江
⽥

バ
ス

停

到
着

出
発

静
岡

以
西

東
京

都
心

羽
田

空
港

静
岡

以
西

○
×

東
京

都
心

○
×

羽
田

空
港

×
×

《
江

田
駅

で
の

利
用

者
の

乗
り

継
ぎ

可
否

》

課
題

：
下

り⽅
⾯

で
は

、東
名

軸
と

⽻
⽥

軸
 

乗
 換

 
 

不
可
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江
⽥

駅
⾄ 渋 ⾕ ⾄ 東 名 川 崎
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U
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1F

)
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F)

O
U
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1F
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東
急

⽥
園

都
市

線
⾄ 市 が 尾 ⾄ 東 名 ⻘ 葉
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6F
  

 ＆
  

 駐
⾞

場

C棟
2・

3F
商

業
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宅
等

A棟
5・

6F
駐

⾞
場

バ
ス

停

バ
ス

停

IN
(4

F)
O

U
T(

4F
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O

U
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東
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⾼
速
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）
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O
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)

IN
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O
U
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)

ET
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管
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(5
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F)

ET
C 

 
 

管
理

(4
F)

※
B棟

4F
の

⼀
部

 
⾞

路

1
9

【
案

1
】
バ

ス
停

＋
パ

ー
ク

＆
ラ

イ
ド

駐
車

場
【
案

2
】
バ

ス
停

(建
物

一
体

)＋
パ

ー
ク

＆
ラ

イ
ド

駐
車

場

【案
3】

バ
ス

停
(建

物
一

体
)＋

パ
ー

ク
＆

ラ
イ

ド
駐

車
場

＋
タ

ー
ミ

ナ
ル

化

（
４
）
高

速
バ

ス
停

の
接

続
形
態

（
案

）

2
-
5F

※
オ

プ
シ

ョ
ン

と
し

て
、

平
常

時
は

ツ
ア

ー
バ

ス
や

レ
ン

タ
カ

ー
、

災
害

時
は

帰
宅

困
難

者
の

輸
送

支
援

も
考

慮
。

ま
た

、
バ

ス
待

合
所

、
乗

務
員

の
管

理
・
休

憩
施

設
を

考
慮

。

2
-5

F

2
-
5F

江
⽥

駅
⾄ 渋 ⾕ ⾄ 東 名 川 崎
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)
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O
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東
急

⽥
園
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線
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 駐
⾞

場
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等
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⾞
場

バ
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停

バ
ス

停
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O

U
T(
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)
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(4
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O

U
T(
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)

東
名

⾼
速

道
路

（
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）
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(4
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O
U

T(
4F

)
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(1
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O
U

T(
1F

)

ET
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管
理

(5
・6

F)

ET
C 

 
 

管
理

(4
F)

※
B棟

4F
の

⼀
部

 
⾞

路

※
イ

メ
ー

ジ

IN
(4

F)

O
U

T(
4F
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⾄ 東 名 川 崎

⾄ 東 名 ⻘ 葉
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A棟
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O
U
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4F

)

江
⽥

駅
⾄ 渋 ⾕ ⾄ 東 名 川 崎
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F)

O
U

T(
1F

)

IN
(1

F)

O
U
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1F
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東
急

⽥
園

都
市

線
⾄ 市 が 尾 ⾄ 東 名 ⻘ 葉

C棟
2・

3F
商

業
 住

宅
等

A棟
5・

6F
駐

⾞
場

バ
ス

停

バ
ス

停

IN
(4

F)
O

U
T(

4F
)

IN
(4

F)
O

U
T(

4F
)

東
名

⾼
速

道
路

（
4F

）
IN

(4
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O
U

T(
4F

)

IN
(1

F)

O
U

T(
1F

)

ET
C 

 
 

管
理

(5
・6

F)

⾞
路

⾞
路

バ
ス

ター
ミナ

ル

B棟
4F

O
U

T(
4F

)

 
 

管
理

施
設

 
 

 ＆
  

 駐
⾞

場
利

⽤
⼀

般
⾞

動
線

附
置

義
務

駐
⾞

場
利

⽤
⼀

般
⾞

動
線

⾼
速

バ
ス

動
線

凡
例

参考-73



2
0

（
５
）
整

備
効

果
①

パ
ー
ク
＆
ラ
イ
ド
に
よ
る
都
心
へ
の
流
入
交
通
減
少
・渋

滞
緩
和

最
⼤

安
定

交
通

量
で

の
運

⽤
が

可
能

•
江

田
駅

で
の
パ
ー
ク
＆

ラ
イ
ド
実

施
に
よ
り
、
東

名
高

速
の
都

心
へ
の
流

入
交

通
が
減

少
し
、

渋
滞
の
緩
和
に
寄
与

パ
ー

ク
＆

ラ
イ

ド

⾃
宅

⽬
的

地
(職

場
等

)

P

駐
⾞

（
パ

ー
ク

）

（
ラ

イ
ド

）

電
⾞ バ
ス
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0

0
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交

通
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/５
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）
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台
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台
6時

台
7時

台
8時

台
9時

台
10

時
台

資
料
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E
X
C

O
ト

ラ
カ

ン
デ

ー
タ

東
名

高
速

東
京

～
東

名
川

崎
（
1
.6

2
K
P

）
H

2
6
.1

0
.1

4
(火

)～
1
7
(金

)

最
⼤

安
定

交
通

量
28

0台
/3

⾞
線

 ５
分

＝
1,

12
0台

/⾞
線

 時

安
定

領
域

不
安

定
領

域

渋
滞

領
域

5:
35

①
③

6:
15

⑤
7:

00

②
④

⑥ 8:
25

⑦ 9:
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1,
20
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1,

12
0＝
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台

/⾞
線

 時
東

名
上
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⾞

線
×
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＝
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0台
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⾞

線
 時
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0台

/3
⾞

線
 ５

分
＝

1,
20

0台
/⾞

線
 時

パ
ー

ク
＆

ラ
イ

ド
に

よ
り

、
ピ

ー
ク

カ
ッ

ト
（
６

時
台

の
１

時
間

、
２

４
０

台
）
が

図
れ

れ
ば

・
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0

50
0

1
0
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1
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2
0
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2
5
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3
0
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3
5
00
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時
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帯

時
間

帯
別

交
通

量

最
大

安
定

交
通

量
3,
36
0
台
/3

車
線

･時

注
）
東

名
高

速
東

京
～

東
名

川
崎

（
1
.6

2
K
P

）
、

H
2
6
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0
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4
(火

)～
1
7
(金

)の
平

均
値

【
参

考
】
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2
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2
1

（５
）整

備
効
果
②
高
速
バ
ス
⇔
鉄
道
の
乗
り
換
え
時
間
短
縮
・利

便
性
の
向
上

•
バ
ス
停
移
設
に
よ
り
、
高
速
バ
ス
停
と
鉄
道
の
乗
り
換
え
時
間
（徒

歩
）
が
約
１
１
分
短
縮

•
乗
り
換
え
利
便
が
向
上
（
バ
リ
ア
フ
リ
ー
）

東
名

江
⽥

バ
ス

停

至
静

岡

至
渋

谷

至
中

央
林

間

路
線

バ
ス

の
場

合
：

江
田

駅
発

、
た

ま
プ

ラ
ー

ザ
駅

行
き

「荏
田

」
｢東

名
江

田
｣下

車
2
1
0
円

 
日

本
ス

ペ
ー

ス
イ

メ
ー

ジ
ン

グ
株

式
会

社
、

デ
ジ

タ
ル

・
ア

ー
ス

株
式

会
社

、
 
G
o
o
g
le
 

こ
の

地
図

の
作

成
に

当
た

っ
て

は
、

国
土

地
理

院
長

の
承

認
を

得
て

、
同

院
発

行
の

数
値

地
図
2
5
0
0
0

（空
間

デ
ー

タ
基

盤
）
及

び
数

値
地

図
5
0

ｍ
メ

ッ
シ

ュ
（
標

高
）
を

使
用

し
た

も
の

で
あ

る
。

（
承

認
番

号
平
1
9

総
使

第
8
7

号
）

至
東

京

江
⽥

駅

江
⽥

駅

至
渋

谷

至 東 京

至
静

岡

至 中 央 林 間

【
現

況
】

【
移

設
後

】

江
⽥

駅
⇔

東
名

江
⽥

バ
ス

停
徒

歩
15

分

江
⽥

駅
⇔

東
名

江
⽥

バ
ス

停
徒

歩
4分

写
真

①

高
速

バ
ス

停
へ

の
階

段

①

②
歩

⾏
時

間
11

分
短

縮

写
真

②

急
な

階
段

東
名

江
⽥

バ
ス

停
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2
2

（５
）整

備
効
果
③
利
用
者
数
増
加

•
現

行
の
「
新

横
浜

駅
」
「
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
駅

」
規

模
と
同

等
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
化

で
は
、
利

用
者

が
約
７
，
３
０
０
人
程
度
（
想
定
）

•
「
横
浜
駅
」
と
同
等
規
模
を
想
定
す
る
と
、
約
１
１
，
４
０
０
人
程
度

停
留

所
便

数
利

⽤
延

⼈
数

（
想

定
※

）

江
⽥

駅
24

6本
/⽇

5,
53

5⼈
/⽇

①
た

ま
プ

ラ
ー

ザ
駅

③
横

浜
駅

⽻
⽥

空
港

②
新

横
浜

駅

江
⽥

駅

ケ
ー

ス
（

⽬
標

規
模

）
便

数
利

⽤
延

⼈
数

（
想

定
※

）

①
た

ま
プ

ラー
ザ

駅
80

本
/⽇

1,
80

0⼈
/⽇

②
新

横
浜

駅
92

本
/⽇

2,
07

0⼈
/⽇

③
横

浜
駅

26
2本

/⽇
5,

89
5⼈

/⽇

■
西

日
本

方
面

⇔
都

心
方

面
の

バ
ス

（
往

復
計

）

■
羽

田
空

港
発

着
の

バ
ス

（
往

復
計

）

※
［
算

出
方

法
］高

速
バ

ス
の

最
大

収
容

人
数

4
5
人

、
乗

車
率

50
％

と
し

て
往

復
便

数
を

乗
算

1⽇
あ

た
り、

概
ね

約
7,

30
0⼈

 
約

11
,4

00
⼈

 
利

⽤
 

想
定

⽻
⽥

空
港

発
着

26
2本

/⽇

⽻
⽥

空
港

発
着

80
本

/⽇

⽻
⽥

空
港

発
着

92
本

/⽇

■
各

駅
が

発
着

点
、

ま
た

は
経

由
す

る
系

統
・
便

数
（
往

復
計

）

【2
系

統
】

【2
系

統
】

【4
2系

統
】
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2
3

高
速

バ
ス

事
業

者

利
用

者
の

増
加

・収
益

の
向

上
鉄

道
事

業
者

デ
ィ

ベ
ロ

ッ
パ

ー
＋

α

高
速

道
路

事
業

者
東

名
高

速
の

渋
滞

緩
和

民
間

開
発

ビ
ル

・
交

流
広

場

・
交

通
広

場

・
歩

行
者

施
設

・
福

祉
・
子

育
て

等

デ
ィ

ベ
ロ

ッ
パ

ー
利

用
者

の
増

加
・収

益
の

向
上

横
浜

市
、

青
葉

区
ま

ち
づ

く
り

、
雇

用
創

出
、

税
収

公
共

貢
献

【
施

設
】

【
事

業
者

】
【
効

果
（
事

業
者

ベ
ー

ス
）
】

一
体

的
整

備
：

サ
ー

ビ
ス

の
向

上
、

コ
ス

ト
削

減
（用

地
、

構
造

物
の

共
有

）

国
：
支

援
メ

ニ
ュ

ー
（
交

付
金

等
）

【
イ

ン
フ

ラ
】

事
業

者
：新

た
な

施
策

メ
ニ

ュ
ー

の
検

討

市
：
計

画
策

定
（
体

制
含

む
）
・

規
制

緩
和

等
の

環
境

づ
く
り

【
官

民
連

携
に

よ
る

一
体

的
な

空
間

活
用

】

交
通

結
節

施
設

・
高

速
バ

ス
停

・
バ

ス
タ

ー
ミ

ナ
ル

・
Ｕ

タ
ー

ン
路

・
Ｐ

＆
Ｒ

駐
車

場

（
高

速
バ

ス
・
鉄

道
・
高

速
道

路
利

用
者

）

（
沿

線
住

民
、

観
光

客
等

）
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江田駅周辺モーダルミックス官民連携事業検討会 

第２回検討会・ＷＧ合同会議 議事要旨 

 

日時：平成 26 年 12 月 19 日(金) 16:00～18:00 

場所：コンベンションルームＡＰ渋谷（渋谷東急プラザ８階）Ｅルーム 

 

要   旨 
 
１．前回検討会時の指摘事項と対応 
○誤解を招かないよう、資料中の記載を下記のとおり修正する。 

・｢立地適正化計画｣は一般的な制度・施策の紹介とする。 

 

２．バス事業者へのヒアリング結果 

○｢高速道路整備による変化｣と｢高速バス停移設による変化｣が混

同している。資料を再整理する。 

○｢羽田空港行きバス｣｢パーク＆レールライド｣は、バス事業者の

立場で見ても魅力的であることを確認。｢バス乗り換え｣は、｢接

続｣等の課題はあるが、今後も可能性として検討する。 

 

３．施設整備の概略検討・事業スキームの検討 

○スキームの検討では、事業者の視点の効果のみならず、利用者

の視点での効果を整理する。 

○江田の特徴は、多様な交通モードの連携である。したがって、｢パ

ーク＆ライド｣等の表記を正確にする。その中で、｢時間信頼性

の向上｣等、それぞれの場面での効果を整理する。 

○施策によって、車両の動線が異なるので、各々の動線の図面を

整理する。 

○高速バス利用者の想定は、再整理する。 

○施設計画の深度化を図り、概算事業費の算定を行う。 

○本日の検討会で見えてきた新たな着眼点に、更に民間開発が組

み合わされば、高速バス停の移設から始まるこの事業の成立性

が高まる。今後、幅広く検討する。 

以 上 
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第２回検討会での主な指摘事項と対応 

主な指摘事項 指摘事項への対応 

①「コンパクトシティ」という表現は誤解を

招く。「コンパクトなまち“江田”」とする

方がよいのでは 

・ご指摘どおり、修正（P2,3 参照） 

 

②「立地適正化計画」は横浜市独自の施策で

はなく､一般的な国交省の制度・施策であ

る。その旨、注釈を記載すべき 

・ご指摘どおり、修正（P5 参照） 

③資料中の文言「高速道路会社として」は「高

速道路として」に修正する。 
・ご指摘どおり、修正（P4 参照） 

④バス事業者へのヒアリング結果の記載に

は、「高速道路整備による変化」と「高速

バス停の移設による変化」が混同してい

る。記載の順序を変更すべき 

・ご指摘どおり、修正（P6,7 参照） 

⑤「民間開発ビルの中でのバス待ち時間の活

用方法（楽しんでもらう工夫）」は今後、

検討していく必要がある視点である。 

・計画にバスターミナルの待合施設等

の配置を追加 
・待ち時間をビル内で楽しく過ごすた

めの工夫は今後も引き続き検討 

⑥事業スキームの関係者に、「国交省」・「横

浜市」も追記すべき 
・たたき台を作成 

⑦高速バス停移設の概算事業費の算定結果

は、「超概算であり、今後、変更となる可

能性がある」旨、注釈等が必要 

・ご指摘どおり、記載 
⇒高速バス停移設以外の概算事業費

を算出。注釈はいずれにも記載 

⑧パーク＆ライドは、「○○パーク＆ライド」

といったように、内容がわかるよう意識し

て記載して欲しい。 

・ご指摘どおり、「高速パーク＆レール

ライド」、「高速バス＆レールライド」

等、記載方法を変更（P8,9 参照） 

⑨高速バス利用時の「所要時間のばらつき」

も分析して欲しい。 
・バス事業者からの提供データを活用

し、所要時間のばらつき度を整理 

⑩高速道路を利用してきた｢一般車両｣と｢高

速バス｣の動線は、往路・復路で異なる。

整理が必要 

・ご指摘どおり、動線を整理 

 

 

 

 

1
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（
1
）
目

指
す
姿

：
③

「
小

さ
な
拠

点
」
と
し
て
福

祉
・
防

災
・
行

政
機

能
を
集

約

■
医

療
・
福

祉
・
子

育
て

・
防

災
施

設
等

の
機

能
を

集
約

■
そ

れ
ぞ

れ
の

機
能

が
効

率
よ

く
連

携
す

る
コ

ン
パ

ク
ト

な
ま

ち
■

行
政

機
能

や
情

報
発

信
機

能
も

備
え

た
「
小

さ
な

拠
点

」
に

背
景

・
現

状
目

指
す

姿

■
江

田
駅

周
辺

に
は

福
祉

関
連

施
設

が
点

在
■

子
育

て
世

代
や

年
少

人
口

が
多

く
、

幅
広

い
年

齢
層

■
帰

宅
困

難
者

一
時

滞
在

施
設

が
駅

周
辺

に
な

い

第
1回

検
討

会
・W

G
資

料
4

P.
35

2

・コ
ンパ

クト
な

ま
ち

・「
⼩

さな
拠

点
」
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（2
）方

針
：世

界
と
つ
な
が
る

時
代
を
つ
な
げ
る

コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
“江

田
”

•
住
民
を
は
じ
め
、
多
様
な
人
・
モ
ノ
・
情
報
が
集
積
す
る
ま
ち

•
歴
史
的
な
資
源
と
新
た
な
価
値
が
融
合
す
る
ま
ち

•
“
交
通
の
要
衝
”
を
活
か
し
つ
つ
、
医
療
・
福
祉
・
子
育
て
支
援
が
集
積
す
る
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち

第
1回

検
討

会
・W

G
資

料
4

P.
37

3

医
療

・
福

祉
・
子

育
て
支

援
が

集
積

す
る
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち

参考-82



項
⽬

主
な

指
摘

事
項

対
応

１
•

⾒
直

  
進

 
 

 
 

都
市

 
 

  
 

 
  

 
整

合
 

留
意

 
 

⇒
⾒

直
 後

 
 ⽀

障
 

出
 

 
 

  
市

内
で

調
整

し、
対

応
（

今
後

）

２
•

⼈
⼝

推
計

を
⽤

い
て

、今
後

、急
速

に
進

む
⾼

齢
化

に
つ

い
て

も
把

握
す

る
こと

⇒
年

齢
別

 
将

来
⼈

⼝
 

整
理

（
→

Ｐ
.3

参
照

）
※

⾼
齢

化
対

応
は

反
映

済
み

３
•

帰
宅

困
難

者
⼀

時
滞

在
施

設
 

 
 

 
 

最
新

の
状

況
と今

後
の

動
向

を
把

握
す

る
こと

⇒
最

新
の

情
報

を
収

集
し、

反
映

（
→

Ｐ
.4

参
照

）

４
•

 都
市

再
⽣

特
別

措
置

法
  

基
 

 ⽴
地

適
正

化
計

画
の

動
き

が
あ

る
⇒

認
識

済
 

  
  

  
 

 
  

実
現

に
向

け
た

具
体

の
⼿

法
の

⼀
つ

で
あ

り、
今

後
、必

要
に

応
じて

考
慮

※
⽴

地
適

正
化

 
概

要
 

Ｐ
.5

参
照

５
•

⾼
速

道
路

  
 

 新
  

  
 

取
 組

 
 

 
 

 
 課

題
 

  
  

 
整

理
 

必
要

とな
る

⇒
バ

ス
事

業
者

へ
の

ヒア
リン

グ
を

実
施

（
→

P.
6参

照
）

⇒
交

通
円

滑
化

 関
 

 検
討

結
果

 提
⽰

（
→

P.
14

参
照

）

■
前

回
（第

１
回

）会
議

で
の

主
な

指
摘

事
項

と
対

応
は

、
以

下
の

通
り

第
2回

検
討

会
・W

G
資

料
4

P.
2

4
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≪
参

考
：
立

地
適

正
化

計
画

制
度

≫

資
料

：都
市

再
生

特
別

措
置

法
に

基
づ

く
立

地
適

正
化

計
画

制
度

国
土

交
通

省

◆
都

市
全

体
の

関
連

か
ら

、
居

住
機

能
や

福
祉

･医
療

･商
業

等
の

都
市

機
能

の
立

地
、

公
共

交
通

の
充

実
に

関
す

る
包

括
的

な
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

を
作

成
◆

民
間

の
都

市
機

能
へ

の
投

資
や

居
住

を
効

果
的

に
誘

導
す

る
た

め
の

土
俵

づ
く
り

【
立

地
適

正
化

計
画

制
度

の
意

義
・
役

割
】

①
市

町
村

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
の

高
度

化
版

②
都

市
計

画
と

民
間

施
設

誘
導

の
融

合

・
既

存
イ

ン
フ

ラ
を

活
か

し
た

民
間

施
設

立
地

の
適

正
化

・
民

間
施

設
へ

の
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
手

法
の

多
様

化

・
民

間
施

設
へ

の
支

援
（
誘

導
施

設
へ

の
財

政
支

援
、

公
的

不
動

産
の

有
効

活
用

、
等

）

③
市

町
村

の
主

体
性

と
都

道
府

県
の

広
域

調
整

④
市

街
地

空
洞

化
防

止
の

た
め

の
新

た
な

選
択

肢

⑤
時

間
軸

を
も

っ
た

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン

⑥
都

市
計

画
と

公
共

交
通

の
一

体
化

⑦
都

市
計

画
と

公
的

不
動

産
(P
R
E)

の
連

携

注
）
横
浜
市
独
自
の
制
度
で
は
な
く
、
国
交
省
が
設
け
た
制
度
で
あ
る

第
2回

検
討

会
・W

G
資

料
4

P.
5

5
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２
.北

西
線
・北

線
が
接
続
し
た
場
合
の
需
要
・ニ

ー
ズ
に
つ
い
て

①
横
浜
市
北
西
部
か
ら
羽
田
空
港
行
き
の
高
速
バ
ス
利
用
の
需
要
・動

向
（上

り
・下

り
）

《⾼
速

道
路

整
備

 
 

 
変

化
》

•
⾼

速
道

路
 

開
通

 
 

  
 

  
 

事
業

者
 

  
 

魅
⼒

的
  

客
様

 
  

 
 

所
要

時
間

が
安

定
し、

乗
務

員
に

とっ
て

は
勤

務
時

間
が

短
縮

す
る

効
果

を
期

待
。

•
今

ま
で

⼀
般

道
を

通
って

い
た

も
の

が
、⾼

速
道

路
 

転
換

 
 

 
  

 
 

 
 

間
違

 
 

 
 ⾼

速
料

⾦
 

  
  

 
 

  
  

 
 

 安
定

  
運

⾏
に

は
経

済
効

果
 

⾒
込

 
 

。

《⾼
速

バ
ス

停
移

設
に

よ
る

変
化

》
•

江
⽥

駅
に

⾼
速

バ
ス

停
が

整
備

され
た

場
合

、⽻
⽥

空
港

⾏
 

 
⾼

速
 

 
 

動
向

に
は

、間
違

い
な

く
変

化
が

起
き

る
。乗

務
員

の
運

転
時

間
の

短
縮

や
安

定
した

運
転

時
間

が
実

現
で

き
る

た
め

、今
ま

で
１

往
復

  
 

 
 

 
  

 
 

 
 同

じ勤
務

時
間

の
中

で
、２

往
復

 
可

能
に

な
る

。
•

鉄
道

 
⽻

⽥
空

港
 

⾏
 場

合
 乗

 換
 

 
発

⽣
 

 
 

 ⾼
速

 
 

 
場

合
 

 乗
り換

え
ゼ

ロ
。⻘

葉
区

 
地

域
特

性
を

考
慮

す
れ

ば
、今

後
、需

要
は

⼤
い

に
期

待
で

き
る

。
（
4
点

と
も

、
両

社
共

通
）

（2
）ヒ

ア
リ
ン
グ
結
果

■
説

明
資

料
：

・
北

西
線

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

・
高

速
バ

ス
の

運
行

状
況

（
羽

田
空

港
行

き
）

・
高

速
バ

ス
施

設
の

設
置

形
態

パ
タ

ー
ン

図
■

説
明

内
容

：
・
北

線
・
北

西
線

開
通

に
よ

る
羽

田
ア

ク
セ

ス
性

の
向

上

第
2回

検
討

会
・W

G
資

料
4

P.
8

6
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（2
）ヒ

ア
リ
ン
グ
結
果

■
説

明
資

料
：

・
高

速
バ

ス
施

設
の

設
置

形
態

パ
タ

ー
ン

図
■

説
明

内
容

：
・
U

タ
ー

ン
設

置
の

有
無

に
よ

る
所

要
時

間
の

違
い

２
.北

西
線
・北

線
が
接
続
し
た
場
合
の
需
要
・ニ

ー
ズ
に
つ
い
て

③
東
名
高
速
道
路
で
の
Ｕ
タ
ー
ン
路
の
必

要
性

、
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

•
⽻

⽥
空

港
へ

の
フィ

ー
ダー

輸
送

を
す

る
場

合
、Ｕ

 
 

 
路

 
有

効
。東

名
川

崎
IC

 
⾏

  
 

  
 

 
らい

タイ
ム

ロス
が

発
⽣

す
る

の
か

分
か

らな
い

し、
どこ

で
U 

 
 

 
 

 
 

 
不

明
 （

Ｊ
Ｒ

 
 

関
東

）
•

現
況

 
江

⽥
 

 
停

 
Ｕ

  
 路

 
設

 
 

場
合

 
 

 東
名

川
崎

Ｉ
Ｃ

 
Ｕ

  
  

 
場

合
 

 
 

そ
の

環
境

 
合

  
運

⾏
時

間
を

設
定

す
る

。（
⼩

⽥
急

箱
根

⾼
速

バ
ス

）
•

U 
 

 路
 

 
 

 
場

合
 ⼀

般
⾞

 
利

⽤
制

限
 

  
 

 
 

 
 管

理
⾯

 
整

理
 

必
要

 
（

Ｊ
Ｒ

バ
ス

関
東

）

④
江
田
駅
で
の
高
速
パ
ー
ク
＆
レ
ー
ル
ラ
イ
ド
の
動
向
に
つ
い
て

•
現

状
の

江
⽥

バ
ス

停
を

駅
近

くに
移

設
し、

鉄
道

に
乗

り換
え

や
す

くす
る

と、
⾮

常
 

利
⽤

価
値

 
⾼

 
る

と思
う。

  
認

識
 

浸
透

 
 

 
 利

⽤
者

 
  

 
 江

⽥
 

 
停

 
魅

⼒
的

 
 

 
 

 
  

 
に

な
る

。

第
2回

検
討

会
・W

G
資

料
4

P.
10

7
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商
業

⾼
速

道
路

路
線

 
 

・タ
ク

シ
ー

交
流

広
場

福
祉

・
⼦

育
て

鉄
道

３
．
１

機
能

配
置

の
検

討
（
基

本
的

な
考

え
方

）

平
常

時
：長

距
離

移
動

（通
勤

、
観

光
等

）
非

常
時

：帰
宅

困
難

者
の

輸
送

支
援

・
人

・
モ

ノ
・
情

報
の

交
流

促
進

（
対

流
）

⇒
平

常
時

：交
流

⇒
非

常
時

：一
時

避
難

場
所

高
速

バ
ス

＆
路

線
バ

ス
ラ

イ
ド

⇒
利

便
性

の
向

上

地
域

の
玄

関
口

の
形

成
（ゲ

ー
ト

ウ
ェ

イ
）

・交
通

モ
ー

ド
の

連
携

パ
ー

ク＆
ライ

ド
駐

⾞
場

・高
速

バ
ス

＆
レ

ー
ル

ラ
イ

ド
⇒

公
共

交
通

の
利

便
性

の
向

上
・女

性
の

社
会

進
出

支
援

（子
供

を
預

け
て

、
鉄

道
に

て
通

勤
等

）

・高
速

パ
ー

ク
＆

レ
ー

ル
ラ

イ
ド

⇒
東

名
高

速
道

路
の

渋
滞

緩
和

第
2回

検
討

会
・W

G
資

料
4

P.
11

8
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（
２
）
検

討
条

件

■
東

名
・
首

都
高

の
渋

滞
に
よ
り
、
高
速
バ
ス

の
遅

延
が
発
生
。
運
営
・管

理
面
で
影
響

が
大

■
江

田
⇒

羽
田

空
港

行
き
の
バ

ス
運

行
は

魅
力
的
。
需
要
は
大
い
に
期
待
。
事
業

者
側
も
メ
リ
ッ
ト
大

■
「
東

京
⇒

西
日

本
方

面
の
バ

ス
」
と
「
江

田
⇒

羽
田

空
港

の
バ

ス
」
の
乗

継
は
疑
問

。
た
だ
し
、
江

田
で
の
バ

ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
化

等
の
条

件
が
整
え
ば
、
可
能
性
と
し
て
あ
り

■
Ｕ
タ
ー
ン
路
は
有
効
（時

間
、
経
路
）。

た
だ
し
、
運

行
時

間
の
調

整
に
よ
る
対
応

も
可

能

【
現

状
、

北
線

・
北

西
線

整
備

後
の

ニ
ー

ズ
】

高
速
パ
ー
ク
＆
レ
ー
ル
ラ
イ
ド

【
導

入
施

策
】

高
速
バ
ス
停
の
移
設

高
速
バ
ス
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
化

Ｕ
タ
ー
ン
路
の
整
備

◆
公

共
交

通
へ

の
転

換
に

よ
る

東
名

高
速

・
首

都
高

の
渋

滞
緩

和

◆
鉄

道
・
高

速
バ

ス
の

乗
り

換
え

利
便

の
向

上

◆
高

速
バ

ス
利

用
の

利
便

性
向

上

◆
羽

田
⇔

江
田

の
フ

ィ
ー

ダ
ー

輸
送

支
援

第
2回

検
討

会
・W

G
資

料
4

P.
16

9
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